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緒 言

フクトコプシ（ｓ秘…1,`・………！。『。………｡γＥ`…ｗＩ）

の調査・研究は、主に東京都水産試験場と鹿児島県水産試験場で行っている。

今までの調査・研究によって多くの知見が得られたが、アワビに比べその生態の解明は遅れて

いるｃ

例えば、漁場管理方策の１つである禁猟区の設定の期間や効果について裏付けとたる十分な基

礎資料が不足しており、漁場管理を行う上で宣だ多くの問題を残している。

前報１)（１９７５）では、八丈廃のフクトコプシの漁業の実態と資源変動要因の若干の知見を

報告したか、今回は、三根地先神湊禁漁区内の試験区での調査を中心に、フクトコプンの基礎生

態と一般漁場における生態調査をとりまとめた。

この調査を進めるうえで、試験区を提供された三根漁業協同組合および調査に御協力していた

だいた組合員各位・八丈島漁業協同組合並びに中ノ郷支所の研究会各位に厚く御礼申し上げ

る。更に海藻の同定を御指導下さった筑波大学千原光雄教授・原慶明氏、東邦大学理学部

（
｜
》

△

、

吉崎誠氏に深謝いたします。

ゲ

－１－



Ｉ試験区における調査

Ｌ調査目的

試験区を中心に定期的な調査を実施し、フクトコプシの生態を解明し、漁場管理方策確立の

基礎資料を得る。

ｚ調査期間

昭和４５年７月～昭和５１年１１月

a調査方法

１）試験区の概要（図１）

三根地先神湊地区の禁漁区は、磯根資源の繁殖保護を目的として戦後設置され、アワビ・

フクトコプシ・ギンタカハマ・テンクサ・イワノリの採捕を禁止している。

禁漁区は、神湊漁港防波提（通称グンカン）の先端とヒガンパナを結ぶ線の内側で、神湊

漁港護岸壁の岩礁地帯に接し、東北東に開いた湾入部で、岸から直ぐに４～５ｍの水深となっ

ている。

試験区は、この禁漁区の一部（通称フカミノ）に三根漁業協同組合の協力により設定され、

海底は平担で転石が分布し、その沖側は砂地帯となり、さらにその沖合は岩礁地帯で、この

岩礁には石サンゴが発達している。

試験区内は、小石から直径１．５，０の転石のみで形成され、板石はなく、転石地帯の漁場面

積は約８００㎡である（図２．３)。左転海底地形図は写真撮影により製作した。

２）生物相

（１）植物相試験区内の転石地帯３か所・岩礁壁lか所について５０Ｘ５０ｃｌｍ枠取りを

行い、重量の測定と査定を行った。切れて海底に流れ寄った海藻（以下、寄草という）も

採集し、同様に処理した。採取地点は図４に示した□

（２）動物相試験区内の転石地帯に１×１ｍの枠を設置し、枠内の転石に生息する底棲動物

をすべて採取し、生重量の測定および査定を行った。採取地点は図４に示した。

３）枠取調査

原則として､鐸１回試験区…石上に…鰄…設綴し枠内のフハ…
をすべて採取して、殻長・生重量（キクスズメ等の付着物は除去しなかった）を測定し、性

別を明らかにした。

昭和４５年７月から昭和４７年１月蚕では、１回に１か所の枠取りを行い、昭和４７年6月

［

－２－

廷
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、

以降は、１回に４か所の枠取調査を行った。

4）標識放流’

昭和４５年１０月から昭和４９年１０月までの期間、枠取調査毎に採取したフクトコプシ

の標識放流を行った。標識は幅271W、のステンレス製の割ピンで、貝殻の第１または第２呼

水孔に着けたが、標識か大きいため、原則として殻長２６５c??z以上の個体に装着し、潜水に

より放流した。

放流個所は、試験区内の左端（図６参照）に定め、毎回同一場所に放流した。なお、再捕

した個体は測定後、再放流した。

5）婿集調査

試験区内Ｋ３ｘ３ｍの嶋集区（９㎡）を設定し（図６参照ｌ靖集区内のフクトコプンを

毎月すべて採取し、婿集区外から添加する個体数の季節変化を調査した。フクトコプシを採

取するために反転させた石は、採取前の状態に復帰させること左<放置した。

なお、調査は、昭和４５年８月１１日から昭和４６年８月１３日にかけて行った。

「

『,

４調査結果

１）生物相

（１）楠物相

試験区内およびその周囲の

岩礁壁に生育する海藻および

試験区内の寄草の種類と生重

量およびその比率は表１のと

Ｉｍｘｌ加）

5ぴmX5Ocも

おりである。 図４，採取地点

転石上および岩礁壁から枠取りされた海藻の種類は、緑藻２種・褐藻２種・紅藻８種で

あった。転石上では、シマオオギ・マクサが３地点に出現し、枠取量も多かった。岩礁壁

では、シマオオギ・マクサ・モツレミルの順に多かった。

寄草は、表２に示すとおり、緑藻５種・褐藻３種・紅藻１３～１４種が採集され、採集

重量に対する種別の比率では、モツレミルが最も多く、次いでサキプトミル・キジノオ・

マクサ・シマオオギの順であった。

二ケ

－５－



１９７３．７．３０.調査（５０Ｘ５０ｃ加）
表１植物相
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表ａ動物相

１９７５．８１２調査 1㎡の枠取）
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個体数|蘆項種類 固体数|童 重量|個体数1重:：

ワ
』

ＩＣ
、
⑮

１

１５
叩

，

0１

牙

４０１２１７

ｅ

ヒガラザイ科(chit…） 1３ Oｊ３１２４

巻貝（GclStγopodS）

フクトコプシ（Ｓ､`Ｚｃ四J私ＳｄｍＣｒｓｊｃＯノ０γ）

′ﾙﾏﾁｸｻｶﾞｲ(國鰯鰍艀）
ｳｽﾞｲﾁﾓﾝｼﾞ(”｡……．\I?:）
ギンタカハマ（Ｔｅ…ｓ”γ…８）

アラレイモ（Ｃﾊ`ﾉｼCO冗泌ｓｃａ…）

メクラガイ（Picto“わ､ｎｓ〃…ｓ）

ヒメクポガイ（OnolohqJi0lB泥…γγ…ｓ）

ｺｼﾀﾞｶｻｻﾞｴ(MWlWH:;;蝋）

７
１
６
２
１

1０３９１１８ 3０３３１１０ 32784’１１ １８釦 4６

茄
叩
油
皐
空
皿
叩
型

１９
６
２

２

１
１
口
「

胆
牽
印
璽

５

１
９
３
１
１
１
１

２

1頭

３
１

1躯

１
１
１

２

0ｍ

2q９

2４

二枚貝（Bi”I…）

クロフトマヤガイ（Ｃａγｕｊｚｑ…ｉｅｇＱＤＱ）

ヒナノヒオウギ（chJ…ｓｐｃｚ……ｉ）

１ Q２

１
１

哩
皿

１ 皿

ヤドカリ類(H…ｉｔｃγα6s） 1９ 29ｐｌ２３ 1４５１１２ 700 5４I１ａ５

ヒトデ類(８t｡γ/ｉｓ/I）

ﾔﾂﾃﾞﾋﾄﾃﾞ(c…`鰯::縦;:、）
１ 1噸 １ 104 ２２４９

クモヒトデ類(B，.‘ztIescqγ）

ｺﾞﾏﾌｸﾓﾋﾄﾃﾞ(0'，焼J鰯,） 1６９５ １ lら a８１ ７２２３

■

ウニ類(s`α…ｈｉ"）

シラヒゲウニ（Ｔγ`p，z…t'３９γQzfJlα） １ 2300 Ｉ２３ｑＯ

計 5６２２躯 4５330ユ 7０６５８８ 1８２２１６ １８９１４４ｑ３
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(2)動物相

試験区で４か所の枠（１㎡）内に生息する動物を採取し、ヒザラガイ科数種（種不明）．

巻貝８種・二枚貝２種・ヤドカリ類数種（種不明）．ヒトデ類，種．クモヒトデ類，種．

ウニ類1種が得られた。（表４）

全地点に出現した種類は、ヒザラガイ科の貝とフクトコブシであった。責た、全地点を

合計して枠取り価'体数かiiiiも多かったのはヤドカリ類で、次いでフクトコプシ・ヒザラガ

イ科の貝の順であった。重量ではフクトコプシが最も多かった。

ヤドカリ類・フクトコプン・ヒザラガイ類は、試験区内の転石を住み場とする優占種と

いえる。

試験区附近で普通に観察される魚類は、ベラ類．プダイ類・メジナ類．ニザダイ．フク

類（イシガキフク・ハリセンポン・ハコフグ・ウミスズメ・キタマクラルチヨウチヨウ

ウオ（チヨウチヨウウオ・ユウゼン・カゴカキ・ツノダシ・カガミチヨウ・カスミチヨウ）

・ヒメジ類・スズメダイ類（ソラスズメ・オヤピツチヤ・ナガサキスズメタイ）．ウツボ

類（ウツボ・トラウソポ・ユリウソポ）．カサゴ類（ミノカサゴ．ハナミノカサゴ．オニ

カサゴ・ツマジロオコゼ）・フエダイ類・タカノハダイ類（タカノハダイ．ユウダチタカ

ノハダイ）・ゴンズイ・アカマツカサ・イツトウダイ・ハタンポ・イシモチである。

2）フクトコプシの生態

（１）殻長組成

フクトコプンの殻長組成の月別変化は表４．図５に示すとおりであった。

１～２月にかけて、殻長約４．５cwZと７．０ｍを中心とする２つのモート･がみられ、わず

かに２.Oc7"付近に小型個体群の出現かみられる。

この'１，型個体群は、前年の９～１０月にかけて産卵．発生した群であろうと推測され、

４月以降になるとはっきりとしたモードを形成してくる。１～３月にかけて、出現個

体数が少ないのは殻長か小さいため、発見しにくく、調査もれによることか大きな原因と

思われる（殻長１．５ｍ以下の稚貝は調査時に発見しにくい）。

６
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殻長組成の月別変化表４．
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前年に発生したとの小型群

のモードは８月にはほぼ３．５

～４．０師まで移動する。しか

し、その後、モードの大きた

移動はみられない。

１月に殻長4.5cmのモード

をもつ群は７月には７．０ｍに

まで移動し、１月に大型群と

して現われた群のモードと分

離できなくたる。

８月以降の殻長組成図には、

前年に発生した小型群とほぼ

7.OC77zを中心とする群の２つ

ｌＦｄ

ｍ

ｌｎ

息出入川エ
》

川艸憩［魁邑燗肌凱一隅
当ｊｌ

Ｎ－２９

戸

210

1m

２，

ｍ

2Ｕ

Ｉｎ

2Ｕ

１Ｕ

20

1ｍ

2Ｕ

ＩＣ

８月

Ｎ宮１１
2［

Ⅱ［

Ｊ￣

「

一尻
尾好

上
上

ZＩＩ

ｍ

のモードのみがみられるよう
2Ｃ

Ⅷ

にたる。

(2)標識放流

再捕は毎月の枠取り調査時

および昭和４７年６月14日

・昭和４９年６月２１日の禁

漁区の解禁時に行った。

2０

１０

ZＵ

ｌｎ

8115６7ＩＢＤ(ｒｊＨｌ

ｉｒＥ：長

殻長組成の月月U変化

iＩ

図５

標識放流経過と再捕状況は表５に示すとおりである。

再捕率は、放流してから昭和５１年９月２０日までに再捕された個体数と放流個体数か

ら算出した（再々捕されたものは計数しない）。

昭和４９年１０月５日霞でに、２５回、合計１，８０５個のフクトコブシに標識を着けて

放流した。放流毎の平均殻長は５．２６の7【±０７０殻長範囲は２．６５～８．８６C77Zである。

再捕･個体数は、昭和５１年９月２０日葦でに４６２個体であった。
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表５．標識放流経過と再捕

時
－５－
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｡移動・逸散

標識個体

の再捕場所

からその移

動を推定す

ると図６に

JJifLIiji
示すとおり

である。

昭和４７

年６月１４

日の禁漁区

の解禁時に

１７６個体

のフクトコ

プンが再捕

され、その

うち２個体

か試験区外

で再捕され

た｡

試験区外

で再捕され

た２個体は、

⑤ｓ‘`年`例② １円（膚悔）

●～故郷蛾点

③～円補埴点

沖嚢帥悉

図６．標識を付したフクトコプシの試験区外への移動

試験区の北側方向に移動し、その距離は地図上で約３８祇と56110であった。

昭和４９年６月２１日の禁漁区の解禁時には９６個体の再捕かあったか、試験区

外からの再捕は皆無であった。

なお、その他、試験区外から再捕された例として、昭和４６年６月２１日に試験区

南側の神湊漁港入口で１個体の再捕がある。これは昭和４６年１月１１日に放流した

もので、放流後１６１日で約８２ｍの移動をしている。

標識を着けたフクトコプンの再捕かほとんど試験区内で行なわれていることは、試

－１２－

巳





表７．放流後の経過日数と再捕率

汀
昭和４９年６月２１日の解禁時の再捕率

ﾖｺ窯|軍軋壜呼
再捕
個体数

放流
個体数放流年月日情：

再捕
率㈱

再捕
個体数

llUm
１J

GＩ

２０．０

２１．９５

１６．７

４．９

８．９

０．７

６．１

では４６０筋と高い再捕率を示すか、その後、移動・分散のため、放流後１年以上経

過したフクトコプンの再捕率は１０妬以下であった。

(3)成長

昭和５１年９月２０日までに再捕された４６２個体の標識個体の殻長変化から成長を

推定した。

。２回以上繰り返し再捕されたフクトコプシの成長

図７に示すとおり、放流時の殻長か小さいほど最初の１年の成長は大きく、放流時

の殻長が大きいほどその成長は'｣､さい。特に７．０cmを越えると、その後の成長はほと

んどみられない。

－ノ
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､

?,｢ぜ

BＵ

ｂ放流時の殻長と

年間成長率

放流後１５０～

５１５日を経過し

たフクトコプシの

年間成護(]年
間換算成曇放
流時の殻長×100）

を図８に示した。

成長率は殻長約

6.0ｍ位から成長

が鈍くなり、７．０

～８０cmにかけて

はほとんど成長が

みられ友〈なる。

ｃ成長曲線

放流してから150

日以上経過して再

捕されたフクトコ

ブシ１０７個体を

用いて､鐵健司琴）

が真鶴港内放流マ

ダカの成長につい

て行った方法（調

査が不等間隔で行

なわれた標識放流

の再捕データーよ

り成長式を推定す

る方法）を用いて
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成長式を求めた。

この場合、種苗生産によって得た貝でないため、放流時の年令か推定しやすい若令

貝を用い、９月下旬の産卵期を基準にして放流時の年令を推定した。そして単位期間

（年)の成長量とこの期間の平均殻長（“＋此十｡）／２との関係を放流再捕のフクト
コプシについて散布図として描くと図９が得られる。

その結果、極限殻長（ＬＯＣ）７６．２，１１m、成長係数Ｋ＝０．８０７４か得られ、更にｔｏ

の値はｔ＝１．８年の７個体、２．８年の６個体から、それぞれ１ｔ＝５７．７，，，

１t＝６３．６，１を得て、これを代入してｔｏ＝0.047を算出し、

１ｔ＝７６．２〔l－ｅ－Ｏ８０７４（ｔ－００４７)〕の成長式を求め、図１０．に示した成長

曲線を得た。

１年で４０９Cl'１，２年で６．０５ｍ、３年で６９１ｍと急速に成長するが３年以降の

成長は鈍くなる。

(4)寿命

昭和５１年９月２０日までに再捕されたフクトコプンの中から昭和４５～４７年の間

に標識放流し、昭和４８年以降に再捕されなおかつ放流後２年以上経過して再捕された

フクトコプンの放流後の経過年数を調べ、フクトコプンの寿命について推定した。

放流時のフクトコプンの年令の推定については、９月下旬（１０月１日）の産卵盛期

を基準にして殻長の大きさによった。

なお､放流時運殻長の大…のについては､放流時の年令推定に問題かあるので
殻長か小さい若令貝の推定寿命を表８Ｋ示した。

昭和４５年１２月１１日に標識放流した殻長a99cw7のフクトコプンは、放流時の推

定年令１年２か月で、３年８か月経過した昭和４９年７月２９日に殻長7ｂ７２ｍｉに成長

して再捕された。このフクトコプンの年令は４年４か月と考えられる。雀た、同時に放

流された殻長4.02ｍのフクトコプシは、４年を経過した昭和４９年１２月２８日に再

捕され、推定年今は５年２か月と考えられる。

昭和４６年２月１２日に放流された殻長４５９ｍのフクトコプンの放流時の推定年今

は１年４か月と考えられ、２年１０ヵ月を経過した昭和４８年１２月２８日に殻長7.15

ｃｗｉに成長して再捕された。このフクトコプンの推定年令は、４年３か月と考えられる。

この貝の殻には、多孔化現象がみられもろくなb、筋肉か付着している殻の部分は凹凸

か激しく、肉部もやせてかなり老化しているものと推定された。また同時に放流された

nＪ

！
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表8．標識放流再捕貝から推定したフクトコプシの寿命
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殻長４．９４ｍのフクトコプシは、３年４か月を経過して再捕され、年令は４年９か月と

推定され、前述のフクトコプシ同様かなり老化しているものと推定された。

同年の４月２８日に殻長４７３cmで放流されたフクトコプンは、放流時の推定年令１

年７か月で、５年３か月を経過した昭和５１年９月３０日に再捕され、年令は６年１０

カ月と推定される。

これも前述と同様な老化かみられた。このフクトコプシは今までに再捕されたフクト

コプシの中で、経過年数も推定年令も最も長いものであった。

標識の着いたへい死殻も４個体採取したので、採取した時点を基準にしてその推定年令

を算出すると２年８か月～５年９か月の範囲であった．

一般に推定年令４年以上のフクトロプシは、殻に多孑I化現象がみられ、殻が肥厚し屯

【句ひ

ろくなっているものもあり、これが老化現

象であると推定された。

放流時の殻長と再捕される蚕での経過年

数との関係をみると図１１．に示す結果が得．

■

られた。、

放流時の殻長か大きいほど、再補される。

蚕での経過年数は短く、経過年数の長いも

のは少友い。

各殻長の経過年数の上限を結ぶと、殻長

が大きくなるほど低くなる斜線が得られる。

標識放流によってＢ`ｒｆＱｍｎｆ/yの成長式

から得られた各年令の

平均殻長の上限の線か

ら推定できる経過年数表9．

＋十fｆｆｆ

石弓言？蔦

泣■⑰の■只

図１１放流時の殻長と再才甫宣での

経過年数

フクトコプシの推定寿命

経過年数の型Ｉ艮線十年令

煮
推定寿命

７．５

５．６

５，２

５．７

６．４

７．３

６．２

に各年令を加えて推定

寿命を算出すると表９．

のようにたる。

表9.から、平均寿命

は６．２年と算出される

が、まだ十分な資料の

１
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３
４
５
６

＋
＋
＋
＋
＋
＋

６．５

３．６

２．２

１．７

１．４

１３
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集硫がないため断定的なものではない。しかし、再捕されたフクトコプンから推定して、

寿命は６～７年と考えてほぼ間違いないであろう。

試験区にはい童だに標識個体が取り残されており、今後も調査を継続し、より多くの

資料を集積することによって、正確な寿命を明らかにしていくことが必要である。
＞，

(5)産卵＄U］ヘイ即悶
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また、昭矛ﾛ５０．５１年に人工採
図１２．雌雄判別率の季節変化

卵用母貝として、試験区から採集し

たフクトコプシの生殖腺の成熟:状態をＡ～Ｅの階級に分類し、図１３．に示し、その比率

を表１１．図１４．に示した。

雌雄判別率の季節変化をみると、４月頃から判別可能左個体が塒加し、７月下旬には、

ほぼ１００妬判別可能となり、１０～１１月にかけてその判別率は急､激に低下する。

生殖腺の成熟状態をみると、昭和５１年８月２３日で)はまだ十分成熟していない未熟

個体（Ａ）も含まれるが、９月２０日以降になると、未熟｛lＢｉ体（Ａ）かなくなり、完熟

個体（ｃ）が塘加する。

１０月に入ると更に完熟個体（Ｃ）が増加し、放lLIl中の個体（、）も混るが、完全に

放出してしまった個体（Ｅ）は少ない。

１０月１５日以降にたると急激左放lL1lが行われ、１１月１７日の調査個体では､１００

筋放出（囮）されていた。

昭和５０年には、調査回数が少なかったが、９月２９日の調査時には（Ｂ）の個体が

主体を占め、Ｄ～Ｅの個体は少なかった。

←
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表ｌｏ、肉眼所見による雌雄判別率の季節変化
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表１１．生殖腺の肥満階級出現状況
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た。このように台風等により発生したウネリか打ち寄

せた後には放出個体が増えることは鹿児島県水産試験

場でも種苗生産用の母貝を採取する時に経験している。
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明肥

一

H田：

していず、殖腺はあまり肥臓
Ａ

先端は尖っている。

未熟

生殖腺は肥満しているが、Ｃ程

でもなく先端はあ在り円味をお
Ｂ

びていない。

低凶完熟

生殖腺はよく肥満し、中央部分

は円く凸出し殻からはみだして

いる先端は肥満して円くなって

Ｃ

いる。

完 熟

生殖腺の先端は円く中央部分か

放出によってくびれている。

，

放出中

わずかに生殖腺が残っているも

のの放出してやせた肝臓のみで

生殖腺を包んでいる膜かしわに

なっている。

Ｅ

放出後

図１３．生殖腺の肥満階級
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表１２．殻長別性成熟個体出現状況

計 理論５１．９／２０～１０／１５年月日

:×ｍ0冊階級、＜
，nＷＬ１ＷＩ
１６～１７

１７～１８

１８～１９

１９～２０

２０～２１

２１～２２

２２～２３

２３～２４

２４～２５
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４１～４２

４２～４３

４３～４４

４４～４５

４５～４６

４６～４７

４７～４８

４８～４９

４９～５０

５０～５１

５１～５２

５２～５３

５３～５４

計．

１１

１
１

１
１

１１

１１ ０．８

１．３

２０

３．０

４．３

６．１

８．３

１０．９

１４．０

１７．４

２０．９

２４４

２７．５

３０．１

３１．９

３２．７

３２．５

３１．３

２９．２

２６．３

２３．０

１９．５

１６．０

１２．７

９．８

７．３

５．３

３７

２５

Ｌ７

１０

０．５

４５７

２２ ３３

９
５
２
１
９
６
９
８
３
６
７
９
２
７
４
２

●
■
■
ｇ
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
⑪

０
１
２
３
３
４
４
４
４
３
２
１
１
０
０
０

３
５
０
３
１
５
９
４
１
１
３
８
４
２

１
１
１
０
９
７
５
４
３
２
１

１
１
１
１

１
２
２
３

２
２
３
３
１
１
２
２
１
１
１

１
ｏ
』
〔
。
５
４
【
Ｉ
４
（
。
５
（
ろ
ワ
』
０
７
（
。
ワ
』
６
５
ｎ
ｖ
ｑ
〉
３
（
ひ
ｑ
）
ｎ
Ｕ
０
（
ｂ

勺
１
勺
１
１
１
ｏ
』
３
ｏ
』
ワ
』
ワ
》
ワ
』
１
１
ｏ
』
勺
１
１
（
１
（
１
１
１

３
４
５
６
１
３
４
３
１
２
１

２
２
３
３
２
１
９
７
８
４
７
２
４
０
８
５
９
９
２
５
５
６
６
５
０

１
１

１

３
４
６
［
ろ
６
８
３
０
３
２
ｑ
》
２
１
３
０
１
４
ｑ
》
１
（
ろ
３
５
（
ｂ
－
Ｄ
（
ｂ

１
２
２
ワ
】
ワ
』
４
３
３
３
３
ｏ
】
２
２
１
２
１
１
１
１

１
２
４
５
２
２
５
７
２
０
７
３
１
６
５
０
９
３
８
９
０
０
６

１
１
１
２
３
２
２
２
２
１
２
１
１
１
１
１

１
２
５
Ｐ
Ｄ
Ｑ
）
７
２
０
Ｒ
》
ワ
】
１
３
９
１
４
９
１
（
ろ
３
５
６
戸
、
６

１
▲
ワ
】
ワ
】
ワ
』
４
３
（
。
ｏ
』
【
①
ワ
』
ワ
】
ワ
】
１
ｏ
』
①
１
１
１
．
１

１

２
２
Ｉ

７
戸
。
７
３
（
ｂ
２
４
ｎ
〉
（
ろ
５
９
ｑ
〕
２
５
戸
０
６
６
５
（
Ｕ

１
（
１
１

１
Ｌ

１

１

１ １

１２５２２１４７１３２７１７３４５１４５２３９５９９ ４１

平均値陰）

鷺鰄lｊｉ１
２８８

３．４

４１

３７．８

５６

４５７

ｘ２検定

Ａ（総個体数）￣２５～４４１１ｍｍ‘乙1M圏

Ｂ（未成熟個体）２５～３５〃

ノー１９

１２８３１＜３６１９１
ノー１０

４．４５７６＜２３．２０９

－２４－



し、殻長階級別に分けた結果を図１６．表１２．に示した。

殻長組成をみると'｣､型群は殻長３８mmを中心とするモードがみられ、そのうち未成貝

は殻長４０mmを上限として２９ｍｍを中心とするモート・かみられる。

この小型群を，年貝とみなし、田中（昌）４)|がキダイ体長組成の解析に用いた方法で

年級群に分離すると、１年貝の理論値は４５６個体、未成熟貝の理論値は４１個体と計

算され、１年貝の未成熟個体の割洽は８９９筋とたり、１年貝の約９０妬は性成熟に達

するものと考えられる。

殻長階級別にみると、殻長２５mm以下はすべて未成貝で、性成熟に達しないことにた

る。

以上性成熟に達する殻長の大きさと１年員に占める性成熟に達する個体の割合を推定

したが、資料が十分でないことと地先によっては成長も異るので、詳しくは今後の資料

の集積により明らかにしたい。

(7)卵容量

ポイトで丁寧に卵巣を剥離し、卵を分離して沈澱管に移し、２４時間放置後の沈澱愚を

使用したフクトコプンは７３個体（昭和５１年９月２０日採取４１個体・１０月１５

雛（;蝋削沁i
Ⅲい｣川

ポイトで丁寧に卵果を鯛I離し、卵を分離し工江臓官VL移し、

以って卵容量とした。

使用したフクトコプンは７３個体（昭和５１年９月２０日

日採取３２個体）で、その殻長範囲は２．８９～７．２７cmであ

測定数７３個体のうち、未成熟な２個体を除いた７１個体

の殻長と卵容量:の関係を図１７．に示した。

殻長３．６～４．０ｍの間に屈折点かみられ、ここを境とす

る複相アロメトリか考えられる。

殻長４０～７．２７c711の範囲について

ＥＶ＝０．０２５６５ｓＬ３．１０９９３

（Ｗ：卵容量ＳＬ：殻長）

の関係式を得たが、殻長４.Ocwj以下については測定数か少な

いため関係式は求められなかった。

この屈折点はほぼ１年貝の平均殻長（３６９ｃｍ）に当る。

｡

S可Ｂ■｡□ＯＢ、０１

仕且(Ｈ１､B

l2Xl17・殻長と卵
容量の関係

－２５－



性成熟の項で述べたように、未成熟個体は１年貝の平均殻長に近い４０ｍ以下の個体

にみられ、殻長２．５ｍ以下は１００妬未成熟個体である。未成熟個体が出現する殻長

4.0～２．５ｍの範囲における生殖腺は肝蔵の周囲に薄く形成されている。これらのこと

から考え、未成熟個体出現の限界である殻長４０ｍ附近を境に抱卵量か異るものと思わ

れる。

また高令になると卵容量が異ってくると考えるが、今回は、殻長4.0〃以下と

7.0℃7,7以上の資料か十分で左かつたので今後更に資料を集積して検討する必要がある。

なお、後述の殻重率組成分離により得られた成長曲線から、各年令の平均殻長を１年

貝にも適用し、関係式にあてはめて卵容量を算出すると１年貝（平均殻長３．６９ｍ）

は１．３１秘．２年貝（平均殻長５．９９４c，"）５９２１m‘・３年貝（平均殻長７１１６ｍ！）

１００８m！`となり、２年貝は１年貝の４．５倍、３年貝は７．７倍の卵容量がある。

また、３年貝は２年貝の1.7倍の卵容量があることか判った。

１吋市､ﾑ例一鄙宇．ダ勺､－Ａザー室ＡＥＪＩ－ （?l,）
(8)肥満度の季節変化 ５０

昭和４８年ｶﾊら５１年に

かけて枠取調査によって採
４０

取し7亡フクトコプシの殻長

と肥満度の関係は図１８．の

とおりである。

殻長4.0～５．０ｍを境に

肥満度の分布が異なるため、

若令貝を除いて殻長５０ｃｍ

以上のものを用いた。

採取したフクトコブシを

２０分間煮沸した後、殻に

着いているキクスズメ等の

付着物を除去し、総重量・

肉臓重量（筋肉部を除去し

た軟体部）・肉部重量を測

定し、肥満度（肉部重量／
－－－

－

総重量）ｘ１ｏｏを求め、

３０

２３４５６７Ｂ９ｔｍ）

殻長

』Ｓ１９．８１：）

図，８殻長別肥満度の分布’['共ｲﾂﾞ地枠取
l9tl

５０１
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△
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図１９．肥満度の季節変イヒ
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表１３．．図１９．に示した。

肥満度の平均値は年によりバラツキがみられるか、６～７月にかけて最も大きく左り

８月から下降し始め、１０月には最低となり、その後、１２月室で低い値か続く。１～

３月にかけての調査は行わをかつたが、海藻の繁茂と共に肥満度は上昇するものと思わ

れる。

蚕だ、表１４に示すように、肥満度は地先によってそれぞれ異る値がみられる。

’←

表１３．肥満度の季節･蛮化

把満度幌

」

ｒｌＩｄＤ・巴

ヨヘーｄｑｆ

１１

[」ロ

ｒ
Ｌ

４（】

度
日
９
８
４
８
２
２
１

２
２
１
１
１
１
２

年
月
３
４
６
７
８
９
０
１

５０ ５１

肥満度(;6）

戸５１盾-Ｆ;￣匪「
４４６３５．３～５２．８

肥満度㈱

平均値 範囲

５０個

２１］

１００

５０

５０

５０

１２５

５０個４４.]

４４．８

４７．７

４６．５

４２．７

３５，７

３６．４

３７．４～４９．４

３４．１～５４．６

４０．０～５３．３

３９．３～５４３

３５．８～５１．５

２１．８へ４２．２

３０３～４５．１

４．１３

６．２４

７．１９

４５．４

４５．９

３５．４～５１．３

３９．５～５１．０

７５

５０

１１．１７ ５０３５．１２４９～４３．９
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表１４他の地先の肥満度
㈹

肥満度

範囲

３４．８～５０．６

３２１～４９．３

４２．９～５４．３

４２．５～５４１

年月日地 先

末吉地先（潜水機漁場）

|日共有地（〃

三根地失底土投石地

中ノ郷地先汐間

４９．

〃

５０．

/‘

８
８
３
５

７
３
８
９

１
２
２

６
７
８
１

４
９
６
４

４４．０

４２８

４８．８

４９．０

(9)石の大きさと住みつき

昭和５１年８月１１日に３か所の枠取調査を行い、枠内の石の大きさとフクトゴプシ

の住みつき個体数について調査した。

調査方法は、図２０に示したように小石（石の周囲約３０ｍ）以上の転石全部につい

て、海底と平行の位置で石の周閉か最も大きい部分を巻尺で計測して石の大きさとした。

計測後、その石を起し、石に住みついているフクトコプンを採取して、住みつき個体数

ン

■●Ｓ■U●｡■■

●｡｡Ｏ■eの
●●

●●

ｏｃ
Ｏ■･￣●●⑤●

図２０石のＩＨＩ定部位

ご髪と〕
石の上に乗って浮いている

（不窪定）

■，

と殻長・重量を測定した。

をた、石の座っている状態を

図２１．に示すα～ｃの３型に分

類した。

石の座っている状態別に、フ

クトコプンの住みつき割合（住

みつき石数／総石数×１００）

を算出すると

｡型是xloo=…筋
6型胃xlOO=747筋

`型拮x10o=7…

、・二・－，．－■

汁

座っている（安定）
角'

Ｃ

塵って動かせたい

図21.石の設置状態分類
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となりフクトコプシの住みつき割合は６．ｃ型か多く、。型は少ない。

表１５．石の大きさと住みつき個体数 掴

五
６ Ｃ

冒舗|簾!；｝
石の大

きさ(,瀞）

蒲
imi：１

３
２
１
２
１

３２１

２５０１

１５０１

２７０３

１３０１

１，８０１

J1■Ⅱ●

石の数１５

総個体数１３

ａ型に住み付きか少ないのは、他の石の上に乗り不安定なためであろう。また、ｃ型に
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▲

住みついている場合のほとんどがｃ型の石の上に石か乗1,、その影に当る部分に住みつ

いていた○

次に石の大きさと住みつき個体数の関係を表１５.図２２．に示した。石の大きさ６０c加

戎では１個の石にフクトコプシ１個体の住みつき数であるか、７０α,,以上にたると１個

の石に２～３個体と住みつき数か増加し、１３０α７１以上にたると最高５個休烹で住みつ癖
６
５住
み
つ
き
個
体
数

●

●

●－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-＠－---－－－－－－------
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０

５０ 300（“）１００１５０

口（つ大戎ざ
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必
、
や
ｃ

一
一
一

○
●
Ｘ
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－
－
－
、

図２２．石の大きさと住みつき個体数の関係

き数は増加していった。童た、ｂ型

で１３０cm以上になると住みつき数

0の石はなく、ほとんどの石に住み

ついていた。

石の大きさを１００ｍ以下・１００

～１５０ｃｍ・１５０ｃｍ以上の３つに

分けそれぞれ階級の石に住みついていた

フクトコプシの殻長組成を図２３．に示

した。

小さい石には'｣､型個体か、大きい

石には大型個体が多く住みついてい

催劉

４０

ＩＳＯＣ祠U以１．⑤に

３，

２０

１m

ｌ（〕Ｏ～ｌ５Ｉｌｒ胆に)心

２，

■､

ＩⅡ

ｌＩｌＩ)[･后ｊＬＬｉ通ｊｒｊ

２m

Ｉ⑪

２：I４５６７Ｈ

Ｉｆｎｌと

図２３．石の大きさと殻長ﾎﾟ11灰

９〔碗）

るといえよう。
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(1)蛸集

蛸集区の海底地形は、図２４に示したように小石から直径1.0ｍの転石か密に分布し、

ほとんどの石が転石可能であり、フクトコプンは、他の場所に比較して高い生息密度を

示した。昭和-2-2髪L但_Hl-1目に釦めて

蛸集区を設置し、その際、蛸集区から採

取したフクトコプシは、総箭２，２２５．９１

個体数１０８個体であった。

採取した後の靖集状況については、表

１６図２６．に示した。

さた、婿集したフクトコプンの殻長組

成を対照区（試験区内にランダムに設置）

と共に図２６．に示した｡

蛸集したフクトコプシの雨量の変化をみる

と、９月に最低ごその後増加し】～５月の

ﾝマオオギ

テンクサ

冬季に高い値を示し、６月から減少して７～９月の夏季に低くなる傾向かみられる。ま

た婿集個体数＃同様な傾向かみられた。

表１６．蠣集調査結果

（９

対照区娼集区項

平均

殼長h〉
枠取佃

体;lij('劇
平均
重量(?）

平均

殻長hｌ
平均
重量(７）

枠取
重量(,）

枠取個

体護j躯Ｉ
枠取
電量(牙）

備考年月

３
１
１
２
０
８
９
７
９
４
７
３

９
３
５
８
８
６
４
４
５
ワ
』
１
８

６
５
６
８
９
５
０
７
７
４
３
１

２
２
２
１
１
２
２
１
１
１
２
２

5．３１

５５９

５．６８

５．０３

５．６８

５．４７

５．８９

４．４５

３．９７

４５５

５０４

４．９３

９４２．６

１２９１．６

２１１０．１

１５０５．６

５７４３

６９３．３

１３５２５

１０８３．０

４９８．７

８５５．５

２９１９．５

７６４．０

５
１
８
０
９
７
（
肘
２
６
ワ
】
６
５

３
５
７
Ｒ
）
２
２
６
６
３
６
２
３

１
ユ

１９２．９

３６８．６

４５．９．１１

１０．１３

１１．１４

１２．１１

４６１．１１

２１２

３．１９

４．２８

５．１７

６１７

７，１３

８１３

平±匂値

１０～11月の2か
月にわたったの

で)'６とした。

９３５．３

７９４８

１１２２８

７３９．９

１２０５０

７１１．９

３７９．４

２０５．６

１８９．８

２１．６６ 5．１３５７．４１２１５．９６２２４ １５．４６ 4８６３９．１
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また、対照区の枠取量は、蛸集区のような規則性はみられなかった。

平均殻長について、蛸集区と対照区を比較すると蛸集区の平均殻長の方が小さく、殻

長組成図からみて、帽集区には若い個体が婿集する傾向がみられた。

一般に投石した新しい石や崖崩れ等により漁場に転落した新たな石か分布すると、そ
（y）

の場所にフクトコプンが婿集して (個
L20C

大漁すると漁業者の間で言われて

いる。

また、長い間採取しなかった

場所や長期間の禁漁にした場所は重
転石か砂に埋没したり、沖側では量

造礁サンゴ等の発達により石が匡

定され、漁場価値が失われるが、

これを解禁して転石することによ

り漁場価値が生ずるようにたると

言われる。

これは転石することによりフク

トコプシの住み場が造成されるこ

とによると考えられる。

lｐＯＯ

個

５（８００ 体
数

６００

４００

２００

ご鯉墓騏'二三lijWWiiL讃辮…
とによると考えられる。 図２５．蜻集量の月別変化

蛸集区においても、砂に半分埋没している石を起し、ある程度浮かせることにより、

石と石および海底の間にフクトコブシの住みやすい空間かでき、住み場が多くなるため、

婿集して来るものと考えられる。なお、蛸集区の枠取量の平均値か対照区の平均値より

少ないのは、採取間隔が頬かいためで、普通蠣集区を空にした後、試験区の平均生息密

度室で回復するには約８０日間を必要とする。

冬季に婿集量が多く、夏～秋にかけて少なくなる傾向については、フクトコプンの胃

内容物量か冬～春にかけて多くなり6)特に４月に最高を示すことから、冬季海藻の繁茂
と共に産卵後の活発な摂餌活動か行われているためと思われる。

実際に潜水観察すると、夏～秋には転石の下側にいるため上からフクトコプシを視認

することは困難で、石を起して初めて発見できるか、冬季は石と石の間の側面に這い出

して上から視認することもでき、また、護岸側壁の潮干帯の岩ノリを摂餌していたフク

トコプシを観察した例もある。冬季夜間潜水し転石上の海藻を摂餌しているフクトコ

－３２－
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した。この際、殻が破損したり、極端に多孔化して軽くなっているものは除いた。

※殻長：Ｌ体重：ｗｇ 殻軍昂?：Ｓ卸,殻幅：Ｂ殻高：Ｈ

ＳｚＵ９

殻重率=鶚×1゜･殻の箪厚率＝ ×１００
Ｌ・ＢｏＨ

α殻長・体重・殻重・殻重率・重厚率の各年級への対応件

各組成の年級への対応性については、先に標識放流によって得られた再補貝

（１１９個体）帝用いて検討し、その結果を図２７－(1)～(5)に示した。

年今と殻長の關係については、成長曲線にみられるように、高令に左るにしたが

い成長が鈍くなるので、高令での対応`性は不明確である。

年令と体重の関係については、年令に対する分布幅か大きく、高令になると更に

大きくなること、場所・季節によって肥満度か異り、個体差も大きいので、対応性

は不明確である。

年令と殻の重量の関係については、年令か増すと殻の重量も増え、その関係は直

線的で、対応性は良好と思われるが、高令になると分布幅か大きくなるようである。

年令と殻重率の関係については、殻の重量におけると同様に年令か増すと殻重率

も増え、分布も直線関係がみられ、対応性は良好と思われる。蚕だ、高令にたって

､分布幅は殻の重量におけるほど大きくはならないようである。

年令とZIr厚率の関係については、年令か増えても重厚率の増加はわずかなので対

応性は不明確であろう。

以上のことから、殻の重量および殻壷率が年令査定に利用できることか判明した

ので、殻重率組成について更に検討を加えた。

６殻重率組成による年令査定

昭和５０年８～１０月に試験区において枠取りしたフクトコプシ（６８６個体）

の殻から得た殻重率組成を図２８Ｋ示した。各モードの分離は田『K昌)4)｝がキダイ体
長組成解析に用いた方法によった。

図２８にみられるとおり、４つのモードをもつ群に分離された。各群は年令と殻

重率の関係および後述の殻長と殻重率の関係からも判るように、左から１年級群．

２年級群・３年級群・４年級群である。

各群のモード〔平均値Ｐ５)〕および個体数は表’７に示した。

印
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図２８殻重率組成の年級群分離

表１７．ｘ２検定による適合度

。ｌ＝

念雰〈１蝿

４８.Ｃt験以枠取

【」

8.Ｃ
３月～10院

の八一目

出漉

分離した各群のモード（平均値万）を使って成長曲線を求めた。

殻長（ＳＬ）と殻重率（ＳＷ）の関係をプロットすると図２９．に示したとおり、片
(、）

９ (で雨）

１０

８

(t+I)１９

８
絃

⑪
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対数グラフ上では直線に適合し、殻長２０～9.0,,のjiU[lllで

ＳＬ＝９．４９００１ＤｇＳＷ－８２６０２の関係式を得る。

この式に各群のモート．（平均値万）を代入すると各群の平均殻長が求まる（表１８）

との計算された平均殻
表１８．殻長と殻寵率の関係

長によってｗ・Ｉ／Ｏγｄ

の定差図（図３０）を描

くと各点はほざ一直線上

に並ぶ、このことは殻重

率組成のモードの位置か

年令’１１２１３１４３２１

鰯L::北:::L;:'し::：鰯:::|園:::|`;:！

成長とよく対応していることを意味している。

そこでルテｍｚａｎガンの成長方程式を適合させると図上に示された成長は次の式で

表され、この成長曲線は表１９．・図３１．のとおりである。

－０７２２４“－０．１７０３）〕’（２）＝８１７９〔１－８

表１９．年令と殻長 (”）

房 元舟嵜k;呈完
年令化）

殻長（０ｔ） 志|了為｢|斥十差
３

(c■〉
Ｈ 一

以上の成長曲線を先の

標識放流を行い再捕貝か

ら得られた成長曲線と比

較するとほぜ一致する結

果を得た。なお、標識放

流から得られた成長の１

年貝の平均殻長が殻重率

組成より得られた平均殻

長より大きいことについ

ては、標識放流を行う時

に、小さい呼水孔に割ﾋﾟ

７
６
５
４
３

￣

｡－('１７(１J）〕

成及iIMiil

－(DIE鋤（'

‘弓詐Ｂ１７９Ｉｌ－０Ｐ'
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’
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'

グ

２
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図３１．年今と殻停
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ン（幅２ｍｍ）を挿入する関係で、殻長２６５cｿ"以上の個体のみを用いたためであろう。

また、極限殻長および高令貝の殻長が殻重率組成より得られた殻長より小さくＭ}て

いるのは、再捕貝に大きな殻長のフクトコプシかなかったことおよび標識を装着する

ことによって成長か阻害されたためと考える。

以上の結果から、殻重率と成長はよく対応しており、そのモードは年令とよく対応

することが判った。

殻重率から成長を求める場合、多くの測定数を必要とする欠点もあるか、逆にその

漁場から多くの資料（殻）を得て解析するため標識放流によって得られた成長より殻

重率から得られた成長の方かその漁場の成長を代表していると考えられる。

そして各漁場別の漁獲物の殻（殻のみであると比較的手に入りやすい）を集めて，

年級群に分離し、漁獲物の年令構成と成長についても、更に同一漁場の漁獲物を継続

して集めることにより生残率の解析も可能と考えるが今後の研究課題としたい。

②資源の回復と再生産

禁漁区および試,験区を解禁し、フクトコプンを漁獲した場合、どのように試験区内

の資源か回復するか、試験区で毎月行っている枠取調査（９㎡）から枠取量の変化に

よって考察した。

第１回目の解禁を昭和４７年６月１４日に行い、解禁以前の枠取調査は、毎月１回

’か所の調査であったが、解禁後は精度を増すため１回に４か所の調査を行った。

第２回目の解禁は、昭和４９年６月２１日に行った。

漁獲は漁業者に依頼し、一般の漁場において採取するのと同じ方法により行った。

第１回目の解禁は、禁漁区内に２隻の潜水船を入れ、そのうち１隻（３人潜水、１

人ホース持ち）を試験区内に入れ簡易マスク式潜水器により漁獲した。

第２回目の解禁は、禁漁区内に３隻の潜水船を入れ、そのうち１隻（３人潜水、１

人ホース持ち）を試験区内に入れ第1回目と同様に漁獲した。

試験区と試験区以外に分けて、船別に漁獲時間（潜水してから船にあがって来るま

での時間）・漁獲量・漁獲個体数および試験区内の推定資源量を算出して漁獲率を出

して表２０．に示した。

第１回目の解禁前の試験区内の資源量の推定は、解禁当日漁獲する前に４か所の枠

Ｃ
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巳



取（９㎡）を実施し、１㎡当りの枠取量（７１．４５１／㎡．２９２個／㎡）を算出し、

試験区の面積８００㎡に掛けて算出した。

第２回目の推定資源量は、解禁前の６月２１日の枠取調査から第１回目と同様に算

出した。

漁獲率は、推定資源量で漁獲量および漁獲個体数を割って算出した。

なお、試験区は、周践を岩礁壁で囲まれ、沖側に砂地か分布しており、標識を付し

たフクトコプシの試験区外への逸散状況からみて、試験区への逸散・添加が左い閉鎖

された漁.場として扱った。

また、昭和４８年４月以降の枠取調査によって採取されたフクトコプンは再放流せ

ず取上げた。

表２０．禁漁区解禁による漁獲結果

露ﾌｋ蒔開１３－００～１６３Ｃ

熟’ 后１１Z国

験匡タ

第２回目解禁（Ｓ４９．７．４）潜水時間９．３０～１２．１０

単位時積]当り漁雄二鼠
ホース１本当り

閥
漁樵率倒

舸颪ｌｉｉ墨L:|事L'|管宇
３６．８

A(3)１試験区内 ２１h.４０ｍ

３１５．５０

７２．７５

１７６７９

０
０
０

Ｂ(2)１

Ｃ(2)１

J、計

１５．４０

５２８６

９６２１

１２６２

３８８

１６５０

2．００

２．４０

４．４０

試験区外

計

第１回目の解禁によって試験区から１．５９９個体５２．９５ｋ７のフクトコプシを漁獲

した。漁獲率は漁獲重量で９２．６筋、漁獲個体数で６６．８冊であった。
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表２１枠取調査結果
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図３２．枠取量の変化

解禁後の４か所平均枠取量の変化を表２１.図３２に示した。

解禁したその年の６～１１月の４か所平均枠取量の範囲は重量５６５～３５０５１

・個体数２．８～１４０個で６～１１月の枠取量の平均は重量２０６２？・個体数

８．６個と試験区の生息量は減少したが、次年（４８年）の４～１１月には４か所平均

枠取量の範囲は重量７４３２～１２２１．８ヲ・個体数２８０～４５３個で、平均すると重

量９３３９１.個体数３４８個に回復した。

更に第２回目の解禁前の昭和４９月４～６月の４か所平均枠取量の範囲は重量

420.3～１０８５．２F・個体数４６．５～５０６個.､４～６月の枠取量を平均すると重量

７８８０牙・個体数５０６個と、前年に比較して禁漁にしてあるにもかかわらず重量は

減少したが、個体数は増加している。

この佃体数の増加については、図３３．の年度別殻長組成の月変化をみると、昭和４７

年は解禁時および解禁後の殻長組成に前年の９～］０月に産卵発生し成長してきた2～

４ｍを中心とする漁獲対象外の,｣､型個体群（１年貝）の出現かほとんどみられない。

更にＩＦ和４８年の殻長組成には前年度産卵発生した'1､型個体群（１年貝）の出現がみ

られるか、それほど多くはない。しかし、昭和４９年は顕著な小型個体群の出現がみ

られ、この']､型個体群か第２回目解禁前の昭和４９年４～６月の枠取個体数を増加さ

せていると考えられる。

昭和４９年７月４日に第２回目の解禁か行われ、試験区から８３．２k,。１８１１個体

を漁獲し、漁獲率は重量で８７．３筋・個体数で３６．８妬でぃ個体数の漁獲率は前回に

－４１－



、
Ｉ
１
１

躯
０
０
１
０
０
Ⅲ
０
０
⑥
＠
、
０
０
Ｕ
‐
Ⅲ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
⑩
０
⑪
０
。
。
Ⅱ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｆ
⑨
Ⅲ
Ｏ
０
ｎ

ｆ
５
局
Ⅲ
３
２
１
５
１
３
２
１
Ｓ
Ⅲ
３
必
Ｉ
５
４
３
田
１
５
１
３
２
１
５
１
日
２
１
ｎ
Ｉ
３
Ｄ
』
Ｉ
５
１
３
⑨
－
１
５
１
３
２
Ｊ
５
４
３
２
１

ＩＨＴ錦 ＬＲＨ三 40雫

１１

Ｎ＝】９７

５０牢 ５」亟

-1-
３２，

Ｊ＝nEE

ljUL-LLlHJｐ－画 ･ｌＵＪ

Ｎ－２Ｇ１

｢｢lｕｎＪ１Ｌ
＆二Ｚ
Ｎ－ｐＢ岳

'１８９１

両…１３７

４２ＩＢ

Ｎ＝公９コ

２Ｈ

＝公９コ

ｴｴｴ、且

ｆ
ニ
ーハ鳥１

ｒｌＬ－ｌ－円一 脚瓜纈込血
GＩＵ

Ｉｆ－ｎＯＥ

jJm- １

1露国璽！
ａ２Ｉ

Ｎ－２ＢＺＩ

｣ruLL
;_;;[

JｒＬ
】08

a見’
５ＺＩ

Ｎ－２［
MＨ

し~Ｌ「~Ｌ「

ヨー1J~￣ョ
Ｉ

Ｚｎ ７１１１

Ｋ－訊釦７

１１１

m釦７

７２８

Ｎ＝３５

７１９

Ｋ犀３２：

1Ⅲ

｢'1-｢｢－｢しL行
轍

。-｢閂＿
Ｂ２別

IhJ-LOW

５１２

Ｎ＝3,6

１２

３，６

IｊＺＺ

ＵＤ３ｊｌ２Ｅ

８
個
、

２
３

８
Ｎ

J-LハrJl-u_｣-L｢L｢可 Fr-H-r戸~し_F-F-rL
ZＰｎ

iiiAh
Ⅱ２２

１９－【】

Ｎ

肝Ⅲ
』 ｂ、

翻

U

「
－￣可巳－－

仰ijjrL
１Ⅱ司

聰りぃ
１０２，Ｉ

Ｎ－Ｕ４

ｌＵg１

１＝ｐＨ
LＵｏｌ

_｢lＴJ-TⅢｒＦ－｣~上
１１２７

Ｎ＝1２２

１１．四冊

副洵ＢＩ３

Ｊ､』し，一畳一一9首

１２．をＢ

Ｎ－７２

_｣-m｢L-- ﾛｰｰ=Ｐ

3Ｊ５６７８】２BＩＳ57G12コ４二６７

笠 奨 ［鯵：

ｉ>)i）
図３３年度別殻長組/Ｐ変化

３０８５０７８険Fｌｏ８目６７［

Ｚ

－４２－



比べて大幅に低い値を示した。

解禁後の枠取量の変化をみると、解禁直後の７～１０月の４か所の平均;伜取飯量の

範囲は４６７．４～８６１．７１で､その平均は６３２８１であった。平均枠取個体数の範囲は

37.0～５１．０個で、その平均は４４．８個と取り残されたフクトコプシの個体数は動わ

た。これは平均殻長および殻長組成にみられるように漁獲対象外である小型個体群

（１年貝）の顕著な出現によるものである。そして解禁から１年を経た昭和５０年３

～１０月の４か所の平均枠取重量は範囲１１３９．９～2240.8,平均１６２４３１､平均粋

取個体数は範囲４６．５～８７．８個・平均７０．３個と枠取量の著しい回復をみせた。

更に昭和５１年の４～９月にかけての４か所の平均枠取重量は範囲687.5～１５３５．７

１．平均１１６０．７１、平均枠取個体数は範囲３６．０～８０８個・平均５５４個と禁漁にして

あるのにもカムわらずその枠取量は減少した。

表２２．．図３４に昭和５０．５１年に枠取したフクトコプンの殻を用いて、殻顛率

組成を各年級群に分離し、その月別変化を示した。

昭和５０年の殻重率組成の中て２年級群の占める割合は、３～１０月にかけて５６７

～７２．６筋を占め、その平均は６１．８筋と高率を示し枠取個体数の主体を占めている。

これは昭和４９年に顕著な小型個体群（１年貝）の出現かあり、それが成長し、昭

和５０年に２年貝となり枠取景の著しい回復の原悶とたったものである。

表２２各年級群の個体数とその割合
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已
旦

年１０．１１月に八丈島附近を通過した台風］‘,‘？,mon12’‘３‘，‘７，，⑲（月）－－ｓｏ－－－－－５０－（年）

１３．１９号の波の影靭とⅡ日和５１年２～３ 図３５．各年級群個体数の減少

月に通過した低気圧による彼の影紳と思われる。

参考までに八丈島航路･標識ﾘﾎﾞ務所が気象庁のウネリ階級表に従った目視観測による

昭和４８～５１年の月別階級別ウネリ籏度表を表２３に示した。昭和５０年１０．１１

月は他の年に比べて５階級以上のウネリ猿度か特に多く、また、昭和５１年２．３月

も５階級以上のウネリ頻度か他の年より多くなっている。

以上を総括すると、試験区のフクトコプシ資源の回復は漁獲強度に関係なく、小型

個体群（１年貝）の十分な発生があれば、次年には資源が回復することを示している。

－４５－



表２３．月別階級ガリウネリ頻度表

昭和４８年

ＤＣ

Ｊ［

【
】

【
】

ＤＣ

ＤＣ

[〕し

Ｆ
Ｌ

ＤＣ

DＣ

］（】

－４６－

計
４
０

４
０

７
１

｜
豆
「
’

２７６

ｏ
】

０
４
０
０
０
４
０
０
０
４
０
４

０
４
０
２
０
４
０
２
０
４
０
４

１
７
１
７
１
７
１
７
１
７
１
７

３
４

５
６

７
ｆ

００１

０
０
４
０
０
０
４
０

２
０
４
０
２
０
４
０

７
１
７
１
７
１
７
１

に
』

１
１

１

ク

０６７８

｜
計
一

0 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

観測数

〃率(ﾉﾋﾞﾘ

１４０

１８．８２

４３３

５８．２０

１５８

２１．２４

７

0．９４

６

０．８１

観測数

〃豆鬮(ｿ6）

１５５

２３．０３

３８３

５６．９９

１３４

１９．９４

観測数

〃琴W6）

７６

１０．２２

５３５

７１．９１

１０１

１３５８

３２

４，３

観測数

〃率(ﾘ6）

３２０

４４．４４

２７５

３８．１９

1２０

１６．６７

５

0．６９

観測数

〃率06）

２１１

２８．３６

３７８

５０８１

１５５

２０．８３

観測数

〃率06）

２０９

２９．０３

４２４

５８．８９

８７

１２０８

観測数

〃率㈱

２９８

４０．０５

３８４

５１．６１

６２

８３３

観測数

〃率(96）

３１１

４１８０

４２８

５７．５３

５

0．６７

観測数

〃率W6）

３００

４１．６７

３８９

５４．０３

３１

4３１

観測数

〃率(ｦ6）

１２６

１６．９４

３６６

４９．１９

２５２

３３．８７

観測数

〃率(ｿﾋﾞﾘ

１４９

２０．６９

４５４

６３．０６

９９

１３．７５

１８

0．２５

観測数

〃率(’;）

１７１

２２．９８

５１７

６９．４９

４８

６．４５

８

1．１１

観測数

〃率(Ｉ&）

２４６６

２８．１６

４９６６

５６６９

１２５２

１４２９

７０

0，８０

６

0.07



昭和４９年

ＪＩｌ

、I」

）（

DＣ

）1１

Ｊ【］

DＣ

_）【

【〕（］

ＤＣ

－４７－

計

夏

４
０

４
０

７
１１

０
Ｐ
、
）
４
－
、
）
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
●
４
（
Ｕ
（
Ｕ
（
Ｕ

【
Ｉ
〔
Ｕ
●
４
０
ｏ
』
０
）
４
－
（
Ｕ
Ｄ
】
（
Ｕ

（
ｂ
１
（
【
Ｉ
１
１
【
Ｉ
■
１
【
Ｉ
１
へ
【
Ｉ
１
（

２
３

４
５

６

４
０

４
０

７
１７

４
０

４
０

７
１８

０
（
Ｕ
４
（
Ｕ
８
，
）
３
（
Ｕ

２
０
４
，
）
１
０
４
０

【
Ｉ
１
一
【
Ｉ
１
７
１
【
Ｉ
１

９
０１

１１

ｒ
‐
＆

１

７５７８

｜
計
一

0 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

観測l数

〃率(96）

７０

9４１

５４３

７２．９８

１１９

１５９９

１２

１．６１

観測数

〃率約

８７

１２．９５

４２０

６．２５

１０５

１５．６３

４４

６５５

１６

２３８

観測数

〃率(ｿ6）

１１１

１４９２

４６２

６２」0

９４

１２．６３

６７

9.01

１０

1．３４

観測数

〃率(ｿ8）

２３０

３１．９４

３７３

５１．８１

８９

１２．３６

２４

3．３３

４

０．５６

観測数

〃率06）

２２９

３０．７８

３１２

４１．９４

1９５

２６２１

８

1.08

観測数

〃率紛

２４１

３３４７

３５６

４９．４４

１１７

1６．２５

６

0．８３

観測数

〃率('G１

１７２

２３．１２

５１４

６９．０９

５８

0．７８

観測数

〃率(96）

２４０

３２．２６

３２１

４３．１５

１０２

１３．７１

上1６

６．１８

３５

４．７０

欝測数

〃率㈹

観測数

〃率06）

１７９

２４８６

１８８

２５．２７

３１６

４３８９

４０４

５４．３０

２１７

３０．１４

１３５

１８．１５

７

0．９７

１

0．１３

１６

2．１５

観測数

〃率C6）

８０

１１．１４

３６７

５１．１１

２６５

３７．３３

３

0．４２

鮮測数

〃 率(ｿ6）

１３６

１８．３０

4５５

６１２４

１４３

１９．２５

９

1２１

観測数

〃率㈱

１９６３

２２，４２

４８４３

５５．３０

１６４２

１８．７５

２２７

２．５９

８１

0．９２



昭和５０年
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【
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１
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００１
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４
０

【
Ｉ
１

３

（
Ｕ
、
》

ク
』
ｎ
〉

『
Ｉ
勺
几

４

４
０

４
０

７
１

５

０
０

２
０

７
１

６

刈
宅
（
Ｕ

々
生
ｎ
〉

旬
Ｉ
司
几

７

八
石
ｎ
Ｕ

Ｊ
砥
ｎ
Ｕ

【
Ｉ
１
１

８

〔
Ｕ
、
Ｕ

ワ
〕
〔
Ｕ

巧
』
利
上

９

ｎ
》
（
Ｕ

△
４
（
Ｕ

【
ィ
つ
１

０１

（
Ｕ
〔
Ｕ
４
（
Ｕ

ワ
】
（
Ｕ
４
Ｐ
、
）

７
１
７
１

１Ｉ

ゲ
ノ
』

１

０６門
Ｉ

８

計

００１

~I;;iｆ ０ １ ２ ３ ４

｜
、 ６ ７ ８ ９

観測数

〃率㈱

７８

１０．４８

２３１

３１．０５

３７３

５０．１３

５６

7．５３

６

0．８１

観測数

〃率㈹

６９

１０．２７

２５８

３８．３９

２８６

４２５６

５３

7．８９

６

U８９

観測数

〃率鮒

１３１

１７．６１

３８８

５２．１５

１７５

２３．５２

４７

6．３２

３

0．４０

観測数

〃率㈱

４

０．５６

９４

１３０６

４４８

６２．２２

１５７

２１８１

１６

２．２２

１

0．１４

繍測数

〃率､）

３８

5１１

４３４

５８３３

２５５

3４２７

１７

２．２８

観測数

〃率秘）

1９

2．６４

１３１ ３６２

1８１９１５０２８

１３６

１８．８９

７２

10.00

観測数

〃率㈹

２２９

３０．７８

３７

４．９７

２０４

２７．４２

２７２

３６．５６

ワ
ー

０．２７

観測数

〃率㈱

２２１

２９．７０

２９６

３９．７８

７５

１０．０８

１１５

１５４６

７

０，９４

３０

４０．３

観測数

〃率防）

7６１

１０．５６

３６７

５０．９７

１２１

１６８１

1５６

２１．６７

観iNl戯

〃率帆）

１３７

１８．４１

４７８

６４２５

１１０

１４．７８

ワ
ー

0．２７

７

0．９４

８

1．０８

２

0．２７

綾iIill数

〃率㈹

１

0．１４ 0.1`Ｉ

１５８

２１．９４

２９５

４０．９７

６７

9．３１

１６９

２３．４７

２９

４．０３

観測数

〃率㈹

８

1.08

４９０

６５．８６

１９３

２５．９４

`1０

５３８

１３

Ｌ７５

観ijlll数

〃率㈹

５５８

６３７

５７９

６６１

３７７３

４０．０７

２８１６

３２．１５

７５１

-8.57

２０７

２．３６

６６

０７５

８

0.09

２

0.02



昭和５１年
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(八丈島航路,標識事務所観測資料による）
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計

一
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４
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４
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７
１１

６
０

９
０

６
１２

４
０

４
０

７
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０
０

２
０

７
１４

４
０

４
０

７
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０
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０

７
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０
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７
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４
０

４
０

７
１８

０
０
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０

７
１Ｃ
』

４
０

４
０

７
１

Ⅲ１

〔
Ｕ
（
Ｕ

ワ
』
（
Ｕ

【
Ｉ
１

１

４
０

４
０

７
１

１

４８７８

００１

｜
計
一

-蟇i史 0 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

観測数

〃率(ｿ、

１０

1．３４

５

０６７

２２５

３０．２４

４３６

５８．６０

６４

８６０

４

0５４

観測数

〃率(ｿ6）

１

０．１４

２７２

３９．０８

２９４

４２２４

９７

１３．９４

３２

４．６０

観測数

〃率06）

２８８

３８．７１

３７６

５０．５４

７６

１０２２

４

0．５４

観測数

〃率0９

１１

Ｌ５３

３２９

４５．６９

３７３

５１，８１

７

0．９７

観測数

〃率(；6）

１１

1．４８

４

0．５４

４３４

５８．３３

２２４

３０．１１

７１

9．５４

観測数

〃率Ⅱｿ6）

６

0８３

１１

1．５３

３０２

４１．９４

３６０

５０００

４１

5．６９

観測数

〃率(;6）

４１

５．５１

５０５

６７．８８

１６９

２２７２

２１

２８２

８

1.08

観測数

〃率(ｿ6）

８２

１１．０２

４３１

５７５９３

２３１

３１．０５

観測数

〃率㈱

４３

5．９７

９

1．２５

３９５

５４８６

２３８

３３０６

３５

4８６

観測数

〃率(ｿﾋﾞﾘ

９１

1２．２３

４７２

６３．４４

１５８

２１．２４

２３

３．０９

観測数

〃率(96）

４０

５５６

３７７

５２．３６

２２５

３１．２５

７８

１０．８３

観測数

〃 率96）

３４６

４６．５１

３８５

５１．７５

１３

】､７５

観測数

〃率(ｿ6）

３３５

３．８１

３０

0．３４

４３７６

４９．８２

３４６９

３９４９

５２６

５．９９

４０

0．４６

８

0.09



表２４．ｘ２検定による適合度
５１

度
―
令

度
―
令調査

年月日

5．０．３．２９

５０

告曇篝3章Ｌ
ノー16

7.175＜3200

（２～3年）

ノー１３

９９６２＜27688

（２～４年）

ノー12

5096＜２６２１７

（２～３年）

ノー12

4,604＜26,217

（１～３年）

ノー１８

１０２６７＜３４８０５

（ｌ～４年）

ノー23

17.009＜41638

A曇鬘’
ノー16

15152＜3２００

項項 １１２ ３ ４３ ４２１

３４８

３．７

９４

４６．４

３６

１０

２３０

２．６

７８

３０．９

２５

２１

３６．８

２６

３０

５．４

２．７

１０６

４６．４

５０

７

４５．４

３０

１９

２４．８

３．４

１１９

２６．８

２９

１７１

私
型
印
一
巫
幽
肥

＋弓１回幻

標準偏差瓠β）

個体郷v）５１．４１３
－

５０．４．２８ (２～３年）

ノー15

18.779＜３０５７８

（２～３年）

ノー15

13.710＜30578

鬮平均値同

標準偏差(s）

個体数(川

４８．８

３３

１１

２６．８

３．２

７７

３８２

３．６

５０

１０４

４．４

４４５１．５．１５

５０．６．１３ 平均値同

標準偏差(s）

個体数０Ｖ）

２９．０

３．４

６８

３８．４

３１

５０

４７．０

２０

７

４０．２

2.0

３０

４１０．２

２９

２７

１４．６

２．４

４０

４８０

２．７

７

１２８

２．６

１１３

１４８

３４

５４

２９．２

3.1

１９６

３ｑ６５

ａｌ

２１５

５１．６２４
－

５０．７．１８ （１～３年）

ノー19

19.924＜30191

平均値同

標準偏差(s）

個体＃iiWv）

１４．６

２．９

１８３

３１．０

４．５

９２

４１．２

３．４

５０５１．７．１９
－

５０．８．１２ （’～3年）

ノー18

18800＜34805

平均値同

標準偏差(s）

個体数0V）

３１．８

２．９

２８

１７４

３．４

５６

４１．０

３１

１７

６
８
６

６
２
７

１

４２６

２０

２３

３２．６

３．２

１８０５］、８．２３
－

５０．９．１２ （］～３年）

ノー17

24915＜3３４０９

平均値(富）

標準偏差(s）

個体数いり

４０．８

３．３

４３

４９．２

２．４

１６

１８２

３．４

１２０

３２２

３．４

７４

１８６

３．１

５９

３１６

３．１

９２

４０．８

２１

２３５１．９．２０

５０．１０．２１ （’～3年）

ノー15

15.444＜30578

平均値(房）

標準偏差(s）

個体数0V）

３９．６

２．１

１７

１８．３

３．２５

５４

２９０

２．９

１２３

('４成長の季節変化
８

昭矛ﾛ５０．５１年に枠取調査に
７

お電いて採取した殻を用いて殻重率

組成から各年級群に分離（表２４．殻６

図３４．）した。この時分離した各５

年級群のモート｡（平均Ｉｉｉ(万）を先長 ４

１/て年令査定の項で算出した殻長(SL）
３

と殻重率（ＳＷ）の関係式
２

（ＳＬ＝９４９００１ＯｌｒＳＷ－８２６０２）

に代入して、各年級群の平均殻長

を算出し、年今別に分けた月別成

長は表２５．．図３６．に示すとおり

貝
貝

年
年

毎貝

母貝

(｢I）

…各年令ごとの月儒,城憂い藍である。

－５０－



なお、１１～３月の末調査の点線部分は殻長組成の推移から推定した。

１年貝は３～９月頃まで成長し、それ以後は成長が止まる。２年貝は３～７月頃

さてに急激な成長を示し、８月以降は、ほとんど成長か｣卜まる。その成長の差は高令に

なるほど少だくなっている。

表２５．各年級群の平均殻長の月変化

冨畳］
５０ ５１

４

４６．４

７．５６

４８８

７．７６

４７．０

７．６１

率
諭
篝
輌
藝
銅
雰
關
藝
琳
雰
銅
藝
珊

殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻
殻

４
５
６
７
８
９
０

7.4 ２４８

４．９７

２６．８

５．２９

２９．２

５．６５

３０．６５

５．８５

３２．６

６．１０

３１．６

５．９７

２９．０

５．６２

０
４
８
０
２
６
２
６
５
０
８
３
６
０

●
■

●

９
８
６
６
０
９
０
９
２
２
０
０
９
９

■
■

●

３
６
３
６
４
６
４
６
４
７
４
７
３
６

４
６
４
７
０
９

６
７
５
４
８
６

■

４
５
４
７
４
７

5.4

８
７
２
５
４
８
２
７
０
５
８
３

■
Ｏ

Ｇ
●

４
３
８
７
８
７
１
０
１
０
０
０

３
６
３
６
３
６
４
７
４
７
４
７

０
６
８
９
０
２
０
９
８
０
２
５

●

３
６
６
２
９
６
１
８
１
０
２
０

●

２
４
２
５
２
５
３
５
３
６
３
６

8.2 １０．４

８
５
８
５
６
１
６
９
３
２

●
●

２
２
４
８
６
３
８
７
８
７

■
●

□
や

１
２
１
２
１
３
１
３
１
３

６
９
６
９
４
１
２
０

４
７
４
７
７
５
８
７

１
２
１
２
１
３
１
３ ４９２

７．７８

0リフクトコプシ礁設置効果試験

増殖効果のより高い漁場造成を行うため、

昭和４７年９月～昭和５１年１１月に、天

然石に代る投石材としてコンクリート礁を

開発しその設薑蘆効果について調査した。

フクトコプシ礁の設置場所は、図３７に

示すとおり試験区沖側の転石と砂地の境で

ある。投入年月日および礁の形状寸法につ

いては表２６．・図３８に示した。

礁の投入後の効果調査については､潜水

図”ﾌｸﾄｺﾌﾟｼｭ礁設置場所

－５１－



により礁へのフクトコプンの住みつきと礁の移動等について観察し、天然石との比較を

行った。

表２６．フクトコブシ礁の規格

盤石,、大きさ

〒Ｔ三一~[壹喜i薊
投入年月日 投入個数

（価）
型 製作経費

重量側サイズ

Ⅳ型

灰皿型

Ｓ４７．９．２２

s４７．１２１９

ｌｌＯｘ７０ｘ８ｍｕ

直径１００m厚さ２７ｍ

＠２４４０円型２４．４００－

，３１５６円ｚ３１５６０－

(注）１８番線の針金を網目に組んで入れてある

（灰川礁）
(Ｎ型礁）

⑪
７
０

１
１

6～Ｚ
１，０－→

行
、'
、ヴ

腰19PＣE三三Ｉ

■

、
グ

、
〃J－ｊ

’

＜
、

｡

、!夕少､
、

林
図３８．フクトコプン礁の形ii9F

礁の投入後、１年経った昭和４８年６．７．８月に礁,に婿集してきたフクトコプンを

採取した。その結果を表２７．に、殻長組成を転石と比較して図３９．に示した。

表２７．フクトコプン礁からの採取量

l火皿rＵ（１０イ盾

４０４

１６９-四

－５２－



Pb）槐）彫）
３０ 天然石

Ｎ＝５７１

灰、チＮ型

Ｎ－３９

３０３０

２０
２０２０

１０ １０１０

lｅ１ｍ
２３４５６７８９２３４５６７８９２３４５６７８９

図３９．殻長組成の比較

フクトコプシ礁の最初（６月２５日）の1霧【結果を礁の上面の表面費から単位面積（１㎡）

当りの生息密度に換算して、試験区で枠取り（９㎡）した天然石（転石）の生息密度と

比較して表２８．に示した。

表２８．平均枠取量

㈹

Ｎ型

TJII7T
天然石灰皿型

（ザ）

８２．９７

（,）

１００．４２

胸

5．８１

重量はⅣ型礁・天然石・灰皿礁の順に多く、個体数は天然石・jv型礁・灰皿礁の順に

多かったが、生息密度については大きな差はみられたかった。

次に、６月２２日～８月２２日の間に３回、礁からフクトコプンを採取し、１か月に

蛸集してくる量を天然石で実施した蜻集区における資料と比較（図４０）してみると、

天然石の方が蠣集量か多かった。これは採取のため礁を反転させた時に海底と礁の間に

新たに形成される間隙が住み場として利用しに〈Ｌたるためと考えられる。

そこで昭和４８年６月２５日と昭和４９年６月２５日に個々の礁の設置状況と住みつ

き個体数を調査し表２９．３０に示した。

また、値々の礁の設置位置は図４２－(2).(3)に番号で示した。

礁は転石上・砂と小石・砂の上と種々な海底状況の上に設置されており、礁の状態も

砂に埋没しているものから転石上に乗っているものまで各種の状況にある。

礁と転石の間隙が大きい礁（８４８年Ｎ型１．２，s４９年Ⅳ型１．１０、灰皿型Ｉ）

－５３－



はうクトコプシの住みつきは良いか、これは礁（''画】'ｲif）

に直接付着しているのではなく、礁の下の転石に５

住みついているものがほとんどである。
個４

礁か転石の中に半分埋没して、礁と転石の間隙
体

が狭い礁（Ｓ４８年灰皿型５．６，s４９年灰皿３

型８）は、フクトコプシの住みつきは良い。雀元、数
２

礁力:砂と'｣､石混りの海底に設置され、半分位埋没

して海底との間隙が狭い礁（Ｓ４８年灰皿型5．６．
１

９，s４９年Ⅳ型礁７．９、灰皿型２）も住みつ

きは良い。

型
埋
石

。－［己

きは良い。７８９（月）

砂地に設置され全く埋没している礁（Ｓ48年j､’ 図４０．婿集個体数の変化

型４．９，s４９年Ⅳ型４．８）には住みつかないか、半分埋没してわずかに間隙があ

るものには住みつきかみられる。

以上、フクトコプシ礁は、海底地形や設置状況の違いによって住みつきに大きな差がみ

られた。

〔礁の移動・分散〕

礁が波によって移動分散していく状況を、設置した昭和４７年から昭和５１年までの

位置を図４１(1)～(5)に示した。

設置後、昭和４８～４９年蚕では、フクトコプシを採取するために礁を反転する時に

わずかに移動するのみで、波による大きな移動はみられたかった。しかし和年５０年は

波の影響を受けてかなりの礁の移動がみられ、Ｎ型礁の１個は波に煽られて試験区の岸

側へと約３０ｍ移動していた。

更に昭和５１年には、ほとんどの礁が設置位置から消えていた。

Ｎ型礁の１個は試験区外の遥か離れた場所に移動しているのを確認し、他の礁も砂へ

埋没したり、粉々に砕けているものもあった。昭和５０年に岸側に移動した｣V型礁は粉

粉に砕けて跡形もなかった。

昭和５１年４月の枠取調査時に確認された。この移動は昭和５０年

１０．１１月の台風のウネリにより大きく移動したものと,思われる。

これら礁の移動状況から礁はウネリに煽られる欠点かあり不安定であることか判った。

試験区は東北東に面した湾入部で、沖に岩礁（根）等かあり比較的彼の影響が少ない

－５４－



表２９．トコブシ礁調査

昭和４８年６月２５日

Ⅳ型礁

フクトコプシ

生息個体数

８

８

礁 の設置状況

玩工『て棗~砺巨▽〒て▽丁丁一更雰西三~Ｉ
転石上に乗り浮いている

ロ百番
１
２
３
計

礁

。.｡と一
一》》．（

｛湾 ､石混りの砂地に乗りゲタの部分が埋没してわずか'］
１

に間環かある

小石混りの砂地に埋没

小石混りの砂地に乗り浮いている

小石混りの砂地に乗り浮いている

小石混りの砂地に乗!)浮いている

小石混りの砂地に乗り浮いている

砂に埋没して間隙なし

小石混りの砂地に乗り浮いている

L,雇うi5.9 昂［｜同
ヒ
ヒ
ヒ

テ
ー
ナ
ー
プ

ツ
ソ
ツ

ヤ
ヤ
ヤ『

ヤツデヒトデ１

２９

平均重量３３．３６１平均殻長５．５６ｍ総重量ｌＯＯｑ８,

灰皿型礁

の識置状況

葹r7E案-F淳▽;そ▽ﾆﾃｰｱｰｦｰﾁﾞｰ§~ｦ了T面
転石と小石の上に乗り浮いていみ

小石の上に乗り浮いている

小石の上に乗り浮いている

小石の上に乗っているが間隙が少ない

小石の上に乗っているが間隙が少ない

小石混りの砂地に乗り浮いている。

小石混りの砂地に乗り浮いている

小石混りの砂地に乗り浮いている

砂に半分埋没しわずかに間隙かある。

一三・一斗

巨万番
、
計

礁

平均重量２７．１４１平均殻長５．３４cｍ総重量６５１．３，

－５５－



表３０．トコプシ礁調査

昭和４９年６月２５日

礁型Ⅳ

二
の設置状祝

転石に乗り浮いている

わずかな間隙を残して砂に半分埋没している

わずかに間隙を残して砂に半分埋没している

ゲタを残して砂に埋没

わずかな間隙を残して砂に半分埋没

間隙存残して砂に半分埋没

′）石と砂地に乗り間隙を残して半分埋没

砂に埋没

』 三一口一竺聿二一一｛野２

》｛ 『１

９
小石と砂地に乗り間隙を残して半分埋没

転石の上に乗り浮いている

総重:量５６８６１ でＳＬ＝３．６０ｃ〃 言ＳＷ＝１４．２２，

礁灰 皿

礁 の没置状祝

転石の上に乗り浮いている

小石と砂地に乗り半分埋没

小石と砂地に乗り半分埋没

転石と小石の上に乗り浮いている

転石の上に乗り浮いている

転石の上に乗り浮いている

転石の上に乗り浮いている

転石に半分埋没している

砂に埋没わずかに間隙をつくっている

砂に埋没

礁番号

１

２

３

４

５

：
８

９

１０

青Ｉ

》『

５７

総重量１，２１０．Ｏｻﾞ ラＳＬ＝４４６ｃｍ でＳＷ＝２１２３ツ
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J場所であるが、このような場所に設置した礁のほとんどが４年で消失してしまう状態で

は、他の波の荒い一般漁場へ設置することを考えると、礁の形態・強度を今後更に検討

したければたらないと考える。

：蕊溌鍵

:名8｡◇

図４１．－（１）フクトコプシ礁の移動
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蕊j蕊i鍵曇鑿Ｉ
｡③

DctP

藝蕊TihimH
DIlj

l篝議篝i篝鍵
○ＯＯＯ
ＯＯＢ

図４１－(2)フクトコブシ礁の移動
HIPMunq』０２，０■Ｒ

図４１．－(3)フクトコプシ礁の移動

鰯鵜;鶏
鑑識蕊ｉｉ

〃

」

図４１．－(5)フクトコブン礁の移動
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Ⅱ一般漁場における基礎調査

調査概要

試験区において、フクトコプシの生態調査を行うとともに、一般漁場における漁場特性およ

びフクトコプンの生態について調査を行い、漁場管理方策の確立を目指した。

調査期間は昭和４５～５１年にわたり、漁期前後の枠助調査（９㎡）・漁猿物の測定・漁場

および漁法別漁獲物の年級群分離・地元水産研究会と共同の標識放流による成長調査`,その他

潜水麟察および写真撮影による海底地形の調査等を行い、八丈島におけるフクトコプシの漁場

特性の概要把握に努めた。

Ｌ海底地形の分類とフクトコプンの住み場

潜水観察と写真撮影および漁業者からの問取調査により、八丈島周囲の２０伽以浅の海底を

α～ｃの３型に分類し、その地形の特徴と模式図およびその地先の海況と代表的な漁場を表31

に示した。寶莚、漁業権の区分に従って分類した海底地形を図４２に示した。

各地先の漁業形態と海底地形の関係は前報’)で報告した。今回はフクトコプン漁場の形成さ

れる主な海底地形を表３２．に示し、各種転石への住みつきおよび生態の特異現象について述べ

る。

１）海底地形別漁場形成
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表３１．海底地形の分類と特徴

項目 地形の特徴模式図 海況cその他

｛臺豐二『
分

1陸i遼壁LLil二二』LL塾Ｌ
形成しているか湾入して

岸から水深５～１０，０位ま

で垂直に急､深となり、あと

はゆっくりとした傾斜に友

る。海底は岩盤で、崖から

転落した巨大な岩石と転石

か分布しているc「

小島

石i責全く鼻いる場合が多い。潮流は

激しく沖合にfil且窒１１i看
るか、時として岸近く蛭（

／■､

E墨
爪、

ａ

ろ 渦流を生じて潮の停滞を
一一一:弓一一一二)，
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表３２．海底地形別漁場形成

αの海底地形

岩盤の亀裂に転石がつまり漁場が形成され

る。周囲の岩盤にイソモク等の海藻が繁茂

し、切れて亀裂の中の転石に寄り、フクト

コプシの餌料となる。

潮流は速いか岸近くに渦流か生じ、潮流

に運ばれうて幼生の添加も多く、住み場と餌

料がそろえば生息密度の高い優秀を漁場を

形成する。

‐(]岩戸参鼻｜
小さな湾入部を形成し急深で海底1.上転石

が分布している。しかし転石には海藻の繁

茂か少ない。湾入しているため渦流か生じ

幼生の添加は多いが、餌料か少ないので成

長は悪い。

(ｲ）

（断亜）

坐
轤

(ﾛ）

～シヤナガイ

岸から転落した巨大を岩石が積み童って

おり、転石は少をい・

フクトコプシは巨大な石の下の転石に生

息している為に採取しにくい。潮流も速く

波浪も激しく当る。

～石積ケ鼻鍵色QＱｃｏ
()

大石

－６１－



６の海底地形

巨大を石かあり=--大石と_zと五２１間に転石か￣￣
｜
懸
蚕
修
嘩
、

一
か
し
藻
石
転

一
態
対
海
転
・

・
石
グ
か
科

る
転
ン
藻
餌

』州「トー癖‐》』

い っノミノ1コ

髭

鍛極

(Cｌ 霞

トコプシの餌料とをろ。転石の生息密度も

高く、優秀をトコブシ漁場を形成している。

≦－－－‐
お「

比較的採取かしにくいた lＣｆ香水器で採取

(量～Ｅ～_一一一
～大根

起伏の激しい岩礁の谷間に転石か分布し、

生息密度の高いフクトコプシ漁場を形成し

ている。水深は比較的深く、岩礁にはテン

クサ・イソモク等か繁茂しフクトコプシの

餌料となっている。(し」｡１ 蕊F〕ＤＯＤ「〕Ｃ

玉石か３段以上も重なり、波の激しく当

る岸近くに、この形態か多いコフクトコブ

ンは、－番下の玉石に生息し、密度も低く

採取しにくい。

鍵(､）
頂駈が柄みかさなっている。
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ｃの海底地形

起'伏の少ない平担左海底に転石が均一

に分布し、転石は２段以上積み重なるこ

とはあまり左い･わずかな凹部に砂と共に

集中して転石が分布している場所は、生息

密度が高いが、一般には均一友分布密度を

示す。

岸側に多く水深１～５↑〃

～汐間

(ｲ）

砂地と転石及び半分砂に埋没した大石が

分布している。沖側が砂地と表っている形

態のその砂地と転石の境にこの地形が多いｃ

住み場となる転石が少をいので生息密度は

'低い。

沖側水深５～１０，〃

～汐間

蕊ＲｌＱ託､Ｑ
■=■Ｐ■ Ｑ９…(ﾛ）

岩礁の張り出しによって遠浅の海底を

作っている地形で、６タイプにみられる高

い岩礁の分布ではなく、比較的低い岩礁

（平カタ）が分布しその周閉や岩礁の間に

転石が分布し、特の岩礁のふちに分布する

転石には生息密度が高く優秀なフクトコプ

シの漁場を形成する

～垂戸

東浦

底土

円
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2）フクトコプシの住みつきの状態

大石・転石・岩礁の亀裂等にフクトコプシの住み場が形成されているが、それらの住み

場への主な住みつき状態について図４３に示した。

(｢， 念！

●E＆つPP-
Ｃクイプロワ聯底地形

（〈睡地の賑打に地､､密遮$i高い） if;戦のふりの転打に蛸吸

（些１１密度は庵L、）
航ムゴ陣っ丈飛石

（化且密魔はHfい）
Ｃ－．，

露

`Ｈ、
(５

－－シ

イソモクヨ

･＆ｺﾆ，eつり○
{+蕊心谷nlI趣転ｲｶﾞ

（化ロ密護は荷し､）

（‘、）

汗㈱上大石の下の稔石 海底に近(ハバ施賤な

③ ⑨

⑭

'1二二二Ｊ 轍
大苫又は根石の町の艦石

（小皿鴻廠は高い）砂に半分鞭没した右

（砂にも〈.る差ｼにして住みつく） （112恩密度は狂い）

(と）
図４３．各種住み場への住みつき状態
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フクトコブンは、アワビのように岩盤の側壁等に体を露出して住むことはほとんどなく、

主に転石の下側の海底との狭い間隙に潜り込むように体を隠して住みついている。

特に底質が砂でそこに転石が分布していると砂に体を潜り込ませるようにしており、

それらの転石には住みつきが良い（砂か多く転石か埋まると住みつかない）。

大石か転石に乗り浮いている状態であると、大石には住みつかず、その下の転石の狭い

間隙に住みつく、左だ、岩礁に亀裂があり、狭い亀裂なら住みつきは良いか、フクトコプ

シの殻高の２倍以上の広い亀裂および岩礁の上部の亀裂には住みつきは悪い。

転石や玉石か岩礁の溝や亀裂に詰まるように積み重なって住み場を形成している場合は

住みつきか良く、この場合積み重なった下側の海底に接している転石に住みつきが良い。

海藻か繁茂し、切れて流れる３～７月にかけては、フクトコプシの成長期でもあること

から、イソモク等の海藻が繁茂している岩礁の周囲の転石や海藻が切れて流れ寄る場所の

転石にフクトコプシは婿集する。

3）観察されたフクトコプン生態の特異例

（１）漂砂に追われるフクトコプン（漁業者の観察）

ｃ型海底地形で、沖に砂地か広く分布している漁場で譲察される。潮流や波により砂

か移動して住み場である転石か周りから砂で埋められると、砂に追われたフクトコプシ

はまだ理らない転石に密集する。漁業者はこれを「寄りアプキ」（フクトコプシ）と呼

び、これを見つけて大漁する。（汐間）

玄え、港湾工事等により桟橋等を築くと潮流か変わり砂か集積し、今までの住み場で

ある転石を埋めつくし、岸の岩礁に砂に追われたフクトコプンか這い上ってきた例もあ

る。（底土）

（２）海藻の腐敗によるフクトコプンのへい死例

（昭和５０年６月中旬に試験区で観察）

試験区の岸側の窪地に転石が分布してい為。そこには岩礁壁から切れて流れ寄った海藻

が集積し、フクトコプンは餌を求めて集まってくる。６月中旬頃は１週間以上凪が続く

ことかあり，そのような場合、湾の奥の窪地はほとんど海水の攪枠がないため、集積し

た海藻は下から腐敗して水質を悪化する。転石の中へ餌を求めて蜻集し、水質の悪化に

より弱って岩の上に這い上ったり、ヘい死した個体を調査中に発見した。水質の悪化に

は弱いと思われる。また、付近で捕えた２尾のインガキフグの胃中にはフクトコプシの

殻片か発見された。
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2．漁場別生息密度

海底地形や漁獲方法の異る各地先において枠取調査（９㎡）を行い、海底地形と生息密度

の関係を調査した。

調査は主として解禁前に行い、解禁後の調査により漁獲による生息密度の変化について調

べた。

海底地形別の枠取調査結果を表３３．に、海底地形と枠取量の関係に地形の複雑さの度合に

１～４位の順位を付けて図４４．に、海底地形別の代表的漁場の枠取調査による殻長組成を図

４５．にそれぞれ示した。

図４５．に示すように、α型地形における枠取量には非常に大き左バラツキかみられる。

特に中ノ郷地先'｣､岩戸ケ鼻の西向投石地の枠取量（４８年３４５個・１２，１８８８１４９年

２０５個・8,334.57）は他の地点と比較して飛び抜けて多い。西向投石地には広い岩盤か分

布し、その岩盤に生じた亀裂や溝に投石か集積しフクトコプンの住み場を形成している。

小岩戸ケ鼻はその鼻を挾むようにして両側から沖へ向って速い潮か流去し、その沖合には

常時潮目か形成されている。これら灘流に挾まれた鼻のごく岸側には渦流が生じ、潮流によっ

て運ばれる幼生の添加も多く、稚貝の発生か多いものと思われる。そして住み場を求めて投

石に蜻集し、岩盤に繁茂するイソモクを餌料として成長し、漁場価値を高めているものと考

えられる。しかし全体からみて、ａ型地形におけるフクトコプシの生息窃度のバラツキは大

きく、長期にわたる漁獲には耐えられない。

ｂ型地形の漁場は、一般に生息密度も高く、潜水器の優秀左漁場となっている。これは海

底地形が複雑で、大石と大石の間に転石が分布する等、フクトコプシの住み場として波に対

して安定した形態を保っているためと考えられる。また、餌料となる海藻も大石や岩礁に多

く繁茂している。

ｃ型地形の漁場は最も生息密度か低い。海底地形が平担で、転石かあまり積み頭なること

なく分布し、複雑な住み場を形成してい左いためと思われる。しかし、水深か浅く、フクト

ユブシに適した広い漁場面積を有しており、そこにフクトコブシが均一に分布し，素潜りの

優秀な漁場となっている。
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表３３枠取調査結果
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3．漁場別・漁獲物の年令構成と成長

１）年令構成

昭和５０年に漁場別に漁雄物の殻を集め、その殻亜率組.成を用いて、試験区のフクトコ

プンの殻を分離した方法で各年級群に分離し、漁狸物の年令構成割合を求めた。

漁法および漁場別の殻の測定数は下記のとおりである。

\ﾁﾓﾘ汪三rItZ7Fｸ5列目亟鳫

それぞれの地先の漁法および漁雄期間については、前報’)しで述べたとおりである。
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漁場別の殻重率組成を各年級群に分離し、その年令構成を表３４．図４６．に示した。式

だ、海底地形別漁獲物の殻長組.成を図４７に示した。

表３４．漁場別。漁獲物の年令構成

鹸定による適合度
（危険率Ｉヮ11）蔚条父 ５４

－
２ 6地先

三根地先

Ｉ

５０．６６０．６

4.0２，８

３１４１２４

１Ｆ１６４．月

平均`値同

標準偏差⑧

個体数㈹

構成割合例

２８．６

ｆＬＦｌ

２８．６

ｆＬＦｌ

４０．０

４．３

６２４

２２円

ノー１９

１０．０２１０＜３６．１９１
唾戸～底Eａ

１６７０

(囹乙

１６７０

(囹乙素潜b

中ノ郷地先 ３２．０４１．４５１．４

３．９３６３．８

２６７９７６８

〔；ｒ５）…，乱，

平均値⑤

,標準偏差（８）

個体数㈹

構成割合㈱

平均値⑤

標準偏差（８）

個体数㈹

構成割合例

ノー１９

２０．８９３１＜３６１９１
(汐間）

素潜，

にiコノ郷地先 ４９．０

３４

５］

１９．５

３１．０３８．０

３９’３．４

８９１２２

〔Z万）‘!`５
３０．４３９，０

３．５４．３

８２４８７

／８５）５０５

ｆ＝15

１３．３８１８＜３０．５７８
U岩戸ケ鼻）

潜水器

旧共有地 平均値同

標準偏差（日）

傭Ⅲ体数0Ｖ）

構成割合例

５０．１

３．５

２８５

１１９．５

５９．２

３５

１１１

１１届

３０．４

３．５

８２

￣

￣、

／8.5」

ノー２１

２０７８４６＜３８９３２
(大根）

潜水器

三根地先 平均値同

標準偏差（３）

個体数⑰

構成割合㈹

３９．４４８８

３８３，４

１５８７５

４２'１20..1

４８８

３，４

７５

１０．１

２８．４

３Ｊ

１４０

′＝１５

６．２２２２＜３０５７８
永郷）

暉画潜水器

樹年令は満1年に満た左いものを1年とし、満１年を越えるものは２年とした。
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1年貝は漁獲対象となっていないため、組成の中にはほとんど出現せず、２年貝から出

現している。

ｃ型地形が大半である素潜り漁場の三根地先（垂戸～底土）と中ノ郷地先（汐間）の漁

獲物の年令構成をみると、２年貝か６１．１～61.8妬と漁獲物の過半数を占めて漁獲主体となっ

ており、３年貝２２．５～２２８拓・４年貝１５．６～１５．７拓・５年貝４５冊で６年貝の出現はほと

んどみられない。

。型地形の中ノ郷地先（小岩戸ケ鼻）の潜水器漁場の年令構成は、２年貝３４０筋・３年

貝46.596.4年貝１９５筋と３年貝が最も多く、２年貝とともに漁獲物の主体を占めている。

６型地形の三根地先（永郷地区）の潜水器漁場の年令構成は２年貝３７．５妬・３年貝

４２４拓・４年貝２１．０筋と中ノ郷地先の潜水器漁場と同様に３年貝か爺も多く２年貝と

共に漁獲物の主体を占めている。同地形の旧共有地の年令構成は、２年貝８．５筋・３年貝

５０．５妬・４年貝２９５冊・５年貝１１５筋と先の２地先の潜水器漁場と比較して３年貝

の占める割合が高率を示した。これは昭和４９年に旧共有地を禁漁にしたために漁獲され

ずに残った２年貝が成長し、３年貝に移行したためてあろう。

三根地先と中ノ郷地先の素潜り漁場と、同地先および旧共有地の潜水器漁場の漁獲物の

の中に占める年級群の主体か異なるのは、漁場の海底地形と漁期・漁法か異なることか主

な原因と考えられる。

素潜り漁場を占めるｃ型地形は、比較的平担で起しやすい転石が主に分布し、漁期も５

月下旬に解禁し、９月１日の禁漁までの長期間にわたり、その間に漁場によっては１番石

・２番石と言い同一の石を漁期間に２～３回も起し、帽集して来るフクトコプンを採取す

る。

潜水器漁場を占める＠.６型海底地形は、ｃ型地形に比較して複雑に起伏し起すこと

のできたい根石・大石が多く分布し、漁期も４～１０日間に制限されている上に磯金（把

具）の使用禁止（昭和４７年より）もあり、取の残しが多いため高令貝の出現か多くなる

ものと思われる。

素潜り漁場における２年貝の漁獲割合か多いことについては、過去の資料がないので一

概に乱獲の徴候と論ずるわけにはいかないが、２年貝は成長「》途中にあり、３年貝に成長

させて漁獲すれば、承量も２倍以上に増大し，議定、２年貝が産卵母貝として残存するた

め再生産に大声左役割を果し、繁殖保護と資源の有効利用につながると考えられる。なお、

各地先の漁獲物中に出現する年級群をみると、２～５年級群寮でで６年級群と思われる個
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体数はごく少ない。このことは先の標識放流から得られたフクトコプシの寿命６～７年と

ほぼ一致する。

（Ａ油形） （Ｂ地癖） （Ｆ地形）
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2）年級群のモードから得られた成長

先の年令査定の項において、試験区で枠取したフクトコプンの殻を使って殻重率組成の
モードの位置と殼長の関係からＷｃＭｆｏγ０．の定差図にのせてＢｅ７ｔｑｌｑ伽'／ｙの成長式

にあてはめて成長曲線を求めた。

そこで一般漁場の漁獲物の殻からも同様左方法で成長紺線を求めることを考えたがモー

ドの数か少ないことおよび選択的に小さいものを残して漁獲されていることも十分に予測

されるため、単に殻重率と殻長の関係式を求め、殻重率組成のモードを殻長に換算してグ

ラフ上に表わし、成長曲線を推定し、一般漁場の成長を試験区の成長と比較するのみにと

どJもた働

中ノ郷地先汐間の素潜り漁場「)漁獲物から得られた殻軍率（Ｓｗ）と殻長（ＳＬ）の関

係式を求めると

ＳＬ＝１２９９２４上Ｑ９ＳＷ－１３３０５８

の式が求められる。

先に分離された２～４年級群のモードを殻長に換算すると

〔年級群〕〔殻重率のモード〕〔平均殻長〕

２年３２．０６．２５c加

３〃４１４７．７０

４〃５１４８．９３

となり、グラフに平均殻長を表わすと図４８に示した成長曲線か推定される。
（cnU）

試験区の成長曲線と
１０

比較すると、汐R5のう
９

クトコプシは２年以降殻８
の成長か非常によい｡７

６

殻重率ﾎﾟ且成に用いた，長５
汐間のフクトコプンのⅧ ４

最大殻長は９３６，１で、３

２

試験区の最大殻長(d二

８５６ｃｍであった。

後述する汐間へ移植

したフクトコプンの成

郷汐間の成長曲線
（椎定）

区の成長曲線

Ｓ－－－．１千

(年）
４５

令・

トコブシの成長

１２３

好：

図４８汐間のフク

－７６－



長から考えて、この成長曲線に大き厳違いはなさそうである。

一応、漁縫物の殻からも殻重率組成を各年級群に分離し、そのモードを利用して漁場特

性の異なる各地先のフクトコブシの成長を簡単に推定できることが判った。

だお、今までに八丈島で収集されたフクトコプシの最大型は殻長ｌＬ４８ＣｍＺ殻幅８５４

α"である。これは昭和４６年に三根地先の素潜り漁場で採取されたもので、殻長１１ｍを

越えるものは非常に珍しい。

４移植放流によって得られた成長

八丈町水産研究会中ノ郷支所の会員は、漁獲したフクトコプシの中から小型のフクトコプ

シを選び出し成長のjもい汐間地区へ移植放流才試みた。特に中ノ郷地先シヤナガイの漁場

はａ型海底地形の湾入部で潜水器の漁場であるが、稚貝の発生は多いか成長ﾌｸ悪〈小型のフクト

コブシばかりである（図５０

立
（
》

樫・・冠－

し惣繩畷へ嘘）
1

.石積ケ鼻蕊
参照）。この漁場で漁獲

したフクトコプシを主体

に汐問へ移植放流した。

漁獲場所および放流場

所は図４９．に示した。

昭和５０年７月４日と

２１日に放流貝の中から

６８３個を取り出しステ

ンレス割ピンの標識を着

＝D

Ffl'

吉地代

傭
１

中ノ郷地先

⑭～放流場所

けて放流した。 図４９移植放流場所

なお標識は、個体識Ｆ１

の番号を亥IIE|]したものと無刻印のものを使用した。再捕された無刻印のフクトコプシの殻に

は放流時の刺激で凝,似年輪か形成され、その後の殻の色も異り、はっきりと放流後の成長か

個々に読みとることができたので無刻印のフクトコブシをも含めて成長を推定した。

放流後、約１年を経過した昭和５０年６月８日～７月３１日の間に標識を付したフクトコ

プシ１０９個を再捕した。

なお、標識個体の一部が漁獲物の中に混って出荷されてしまったため、再捕率の算出はで

きなかった。

再捕された１０９個体の中から個体識別をしたフクトコプシの測定結果を表３５．に、その

－７７－



表３５再捕されたフクトコブシ側

再採（Ｓ５１年６月～７月）放流（Ｓ５０年７月４．２１日）

71瑠７W｢愈禦(,)|憐
５．２１１６．０

４．９９

段1.8`Ｉ１７．０

５．０８２０．０９

５３９１８０９

４６２１３．０６

５．４８

５．１０

５．４０２２．０９

５．３３

５．７０３０．０９

５．５２２６．０９

５．１５

５０２１６．０８

５．３７１７．０９

４．８８１６０８

５．１５２００６

５．５６２７．０８

５．２５２０．０９
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４．９４ ９
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再捕時の平均殻長
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〃〃ｎｒｆ;：

平均年間成長倍率
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定結果（個体識別の番号を刻印したもの）

放流（Ｓ５０年７月４．２１日）

丙7W]Ｊ１；71~7１
屑輔（Ｓ５１年６月～７月）
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(価）

殻長組成を図５１．に示した。

をた、無刻印も含めた１０９個体

の殻長組成および重量組成を図５２．

５３．に示した。

燗体識別をしたフクトコプンの放

流時の平均殼長は５１２α"であった

か、約１年後には平均殻長７．１７cl71

になり、約２０ｍ伸長していた。

また、無刻印をも含めた１０９個

体の放流時の平均殻長は５．０４〔ｗｌで

あったか、１年で平均殻長７０１，１

に伸長していた。

軍最をみると放流時の平均重量

１８８７ヲのものが１年後に５７．４５

１に増Titした。

年間成長率を表３４．図５４に示

した。その範囲は１８２３～５８０１

筋で、平均４０３１妬を示した。

年間蝋'躯:率は９３５～１６２５冊

の範囲で平均２２６０２妬を示した。

これらの成長は、先に述べた中ノ

郷地先汐間の漁獲物の殻重率組成の

モードから豊:出した成長曲線をほ［

裏付けており、中ノ郷地先汐間のフ

クトコブンは成長か良いことが判っ

4０

3０

ZＯ

1０

1２３４５６７８９，

厘'５０．シナガイの殻長組成

.（IHI）

３０

平均殺艮５．１２一７．１７c汎

Ｎ－５６２０

１０

２３４５６７８９ｅZn

｛
図５１．再捕貝の殻長組成（有刻印） ヒコ～放流時

囮～再捕時
(価）

６０

ＳＩＩ

４０

３０

2０

10

123456789cm
〆

騨躯繭讃謝｛皀二:iii：
(燗〉

３０

平均,k量１８８７１→５７．４５１

2０

7尼｡
1０

ｌＵ２０３０４０５０６０７０８０９０（Ｐ）

剛,…'１鼠…航’二二:Miii
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(９６）０
０
０
０
０
０

８
７
６

５
４
３

年
町
成
艮
率

２０

１０

１２３４ひ６７８９ｃ碗

放流時の般長は厄）

図５４．放流貝の年間成長率

5．水深別フクトコブシの生態

１）調査目的

フクトコブンの漁場は、転石・岩礁・砂地・海藻の多寡・波浪・潮流・遠浅・急深帯等

等によって状況は一様ではない。したかって、それぞれの漁場から漁獲されるフクトコプ

シは、成長・肥満状態・殻の色か異なり、ベテランの漁業者は漁獲物をみて漁獲場所を言

い当て鳥ほどである。今回は水深別に成長・肥満度・生殖腺熱度・胃内容物量の違いにつ

いて調査した。

２）調査期間

昭和４９年５月１７日～９月１９日

３）調査方法

調査場所は、三根地先垂戸湾で図５５に示した。

調査定線を岸から沖に向って伸ばし、水深４，Ｍ%、）・１０ｍＭａ２）・２０ｍＭｉ（３）

の地点の転石地帯においてＳＯＵＢＡ潜水により枠取（３㎡×３ｍ）した。

左お、，か所の枠取’)|のみでは測定個体数が足りたいので､調査地点周囲からフクトコ

プンをランダムに採集した。

調査値休数お上び調査年月日は表３６に示した。

－８１－



採取したフクトコプ

シは持帰り、直ちに

１０冊ホルマリン液

に固定し、後日測定

した。なお、各測定

項目は次のとおりで

P1

L」

ある。

図５５．調査地点

表３６．調査個体数

EII７円（耀禁盾

訓２９円（解男 9６（２９）I９７Ｃ

９月１９円（客 ４：

5５（１５０１９１４０．２

キクスズメ等大剥付着物の除去後測定

肉部重量と内臓重fil

内臓を除いた筋肉部重景

頭部から消化管・肝臓・生殖腺を含んだもの

肉眼判定

肉部重量÷総承ｈｌ:ｘ１０ｏ

西村6）（１９６８）の方法による生殖腺熱度係数(図５６）

個体別に胃を切開し、スポイトを用いてＩＣ筋ホルマリン液で胃内容物

をシャーレに洗い落した後、プランクトン沈澱管に移し、２４時間放iri

後、沈澱粗容fil:を測定し係数を求めた。

：ＫＳ＝Ｖ／Ｌ３ｘ１Ｏ３（ＫＳ：胃内需物量係数

Ｖ：胃内容物脳Ｌ：殻長）

総重量；

軟体部重量

肉部重量

内臓重量

性別

肥満度

生殖腺熱度

胃内容物量

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

胃内容物最係数
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肥満度・生殖腺熱度係数・胃内容

物量は、測定誤差等を考慮して

小型個体を除き、殻長４.ＯｄＴｚ以上の

ものについてのみ求めた。

4）調査結果

（１）海底状況

地先は遠浅で漁場面積の広い素

潜りの優秀左漁場である。

調査線上に沿った海底地形の断

100

雁上係２k

’：生殖腺外径

’:生殖腺内径
図５６．生殖腺測定部位

面図を図５７．に示した。

４００７１Ｚ２０００

,ＩＩＫ３惚２,瓶1

イソモクイソモク

サンゴサンゴ

/転治/転治 １０加

２０ｍ

１０加

２０ｍ=iiii鶚
．．．．砂地

包冒魚礁(岩盤）(岩盤）

図５７．海底地形断面（模式図）

岸側は崖から転落した大きな転石か分布し直ぐに３～４ｍの水深となるが、そこ力，

ら先は緩やかに傾斜した岩盤か沖に向って広かっており、その上の窪地に砂と転石か分

布し漁場を形成している。その岩盤は沖に２００ｍ程張り出し、その先は急深と友って

１０ｍほど藩込み谷間を形成して起伏の激しい海底地形となっており、この谷間に転石

が分布して漁場を形成している。その沖は砂地である。

５月の調査時は、岸側水深４ｍ附近の転石にはテングサ類（主にオパクサ）および小

型海藻か生育しており、水深１０ｍ附近の岩礁上には２０～３０cmに伸びたイソモクか

繁茂し群落を形成していた。水深２０ｍ附近は岩礁上に造礁サンゴか発達し、転石上に

シマオュギ等の小型海藻か生育していた。

９月に入ると、イソモク等の大型海藻は切れて流去し、水深２０ｍ附近の転石上にシ

マオムギ等の小型海藻か生育するのみてあった。

各調査地点での海藻の忰取（ｌｍｘＩｍ）調査の結果を表３７に、水深１０ｍ附近の

岩礁上のイソモクの枠取量（１ｍ×１ｍ）を表３８に示した。
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（ｌｍｘ１ｍ）表３７．海藻の枠取調査結果
(,）

１
Ｊ

ＩｌＣr７ａＳＳ

■１

L｣

｢可

L」｢１，曲

昭和４９年８月２０日調査

表３８．イソモクの枠取fjl：
（１ｍ×１ｍ）

項目
重ｆｉｔ(,)｜平均草長㈱調査年月日

１８６０

４２４０

４１．５２

６６．６０

５０．５．２７

〃６．３０

(2)枠取量の変化

各地点の調査月毎の枠収|ｉｆを表３９．に示した。

表３９枠取調査結果

泥２（１０ｍ）

鰄体駁卜'i1ｶM,１
４９１５４０．８

８１５７．６

３４７７６．８

妬３（２０ｍ）術１（４ｍ）

iﾆｶﾞｰｶﾞ
viiii:Fi濃上士
５月１７日（解禁前）

７月２９日（熊禁）

９月１９１]（禁漁後）

計

Firi言三iiE己 個体数｜｢Iii:''1:(；
１７３４３．３

１３８２３

３７２１

３３４９７．７ ９１２４７５．２ ２６４７４．１１１５０３４４７．０

解禁前（５月１７日）に調査を行った時の枕取２１ｌＩｆは妬２が１５４０．８１で;fitも多く、次い

で”１の３４３３１．妬３の２１９．５Fであった。
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漁期別（７月２９日）および禁漁後（９月１９日）ともに妬２か最も多い枠取量を示

したか、妬１は解禁前と禁漁後では枠取量に大きな差かみられたｃ

(3)殻長組成の変化

水深別の殻長組成をljXl58に示した。苑１の殻長組成には殻長約a0cw7を中心とする

′1,型個体群の顕著な出現と、殻長約7.0ｍlを中心とする２つのモードかみられるが、妬

妬２．ﾉﾘＦ３には小型個体群の顕著な出現はみられず、モードもはっきりしない。

ＷＩＨＵ【I（餌ｎｌｈ）７月２９個BＨ０７ａ（暇蛸則）⑧
媚

Ⅱ

(■）

ＩＣ’

(■）

ＩＤ

、－０両〔仁Ｉ）

Ｖ－２，

百－８】や

し
Ｎ－ｑ７

百一ａＯ⑪

1？
．’

｣Ｉ価

Ｐｊ－ＯＤ

ｘ－且７５

、－１０両（色２〕

■－０，

百一＄０７

ｌ９

ｐｔ

ｌＤ

0凸h５

１['
8０

戸司｣几
■

Ｌ

皇;:…
Ｎ－０１

Ｘ画邑Ｇｄ､0ＩＤ IＤ

｣IIuL
，＿１－－＿’

ＤＰ）●【句）(⑪】

９，

、ｒ水深（ｐ'）

Ｎ：■体依（ヶ）

官：平均Hn尺（■）

股 民

図５８殻長組成の月別水深別変化

(4)肥満度

水深別の

肥満度の変

化を図５９

に示した。

各月とも岸

側の妬１の

肥満度か嵩

満度（外）

３０４０５０６０７０８０９０１００

Ｉｕ

ｌＯ凶0

４

水

1０

深二

ｊ

０
而
２
く

図５９肥満度の変化
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〈、水深が深くたるにしたがって低下している。

(5)生殖腺熱度

肉眼所見による雌雄判別率は表４０に示した。

５月１７日の各水深
表４０．雌雄判別率 例

の雌雄判別率は岸側の

妬１が９７．４妬と高率

を示したが、沖側の"iiB

はわずかに７．１粥で、

沖側の成熟の遅れが目

立ったが、９月１９日

の講査では各水深とも

次に生殖

腺熱度係数

の変化を図60
４‘

'て示した。
水

各月とも片&
１０

側（ﾉ15il）深

の熱度係数

が高く、水

鳶絲EfU 応３（２０ｍ）

７１

７８．１

１００．０

妬１（４ｍ）

,ｉｉｌｌｌ１ｌｉ
５．１７

７．２９

９１９

紛の判別率であった。‘１００

生殖腺熱度係数 （ｦ6）

1０２０３０４０５０６０７０８０９０１００

２０

(灯り
深か深くな

るにしたが

い係数が低

く洲成熟の

遅れを示し

ているｃ

９月１９日

における各

水深の熱度

係数１００筋

の出現Ｉ間体

図６０．生殖腺熱度係敷の変化

Ｗ内容物･最係数（ＫＳ）

２：91５６７s９１０

４

水

１０

深

２０

ｌｍｌ

図６１．胃内容物打|:係数の変化
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数の割合は、ノル、が７０３妬・応２か３４６妬・妬３が１３．２妬であった。

（６）胃内容物量

胃内容物量係数の変化を図６１に示した。各水深とも５～９月にかけて係数は減少し

ているｃ特に妬１（岸側）は５月の係数か他の２地点より高い値を示したが、７．９月

では逆に他の２地点より低い値を示し、大きな差かみられた。蚕た、水深の深い方が係

数の月による差がなくなっている。

5）譜察

調査地点の垂戸湾は素潜りの専用漁場で、５月下旬に解禁され、８月末驚で操業する。

溌鰹は漁期初めには水深の浅い岸側の漁場から行われ、漁期か進むにつれて次第に深い

ｆ１ｌＩの漁場へ移っていく。枠取:lilの月別変化にみられるように、岸側の漁場は漁期'''1中繰返

し転石して漁獲するのでJ1fD尽くされて、漁獲対象外の'｣、型個体群のみとたる。

ノリZ1２（１０ｍ）附近の漁場にたると、ベテランの漁業者しか潜らず、繰返し転石される

ことも少ないので取残され、禁漁後の枠取量は３地点に|ｺﾒ世も多い。

瓶３（２０ｍ）附近にたると、深いので素潜りでは漁雄することはできたいか、３地点

中で枠取誌か最も少ない。このことから２０ｍ附近かフクトコプシの生息限界に近いもの

と,思われる。

漁業者の言によれば「深いところのフクトコプシは肉かやせていて、殻も厚く小さくて

出来か悪い」とのことである。

今lIjlの調査においても、水深か深くなると殻長か小さく、肥満度も低い結果をｲ！)た。

水深か深くたるにしたがい生息密度・肥満度の低下・性成熟の遅れがみられた。この原

因は、胃内容物最係数の低いことから餌料とたる海藻か少をいためか、また、表４１にキ

クスズメの寄生数を水深別に示したが、その寄生数は水深か深くなるにしたがい多くたっ

ているので、これら寄生による成長阻害によるものか、それとも他の環境要因によるもの

か結論は出せないが、いず

れにしても、フクトコプシ表４１フクトコプシ’個体当りのキクスズメ寄生数（I1iiiI)（

は２～１０ｍの水深の範囲

か生息に適しているものと

惑えられる。

Sｔ（水深）

HiTnIl
ﾉﾘ研2（１０ｍ） "Zi3（２０ｍ）

１６．４９

２１．７１

３８．６６

調査月日

５．１７

７．２９

９１９
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察ｍ考

1．フクトコブシの生態

ルユ

既応の調査．研究を整理する意味で，フクトコプンの生活史の/ljMi要を考察した（図←5Ｊ．

’）産卵期

八丈島のフクトコプンの産卵期について，過去に倉圧ILO)|が８月中旬～，ｏ）j下旬と推定

ている。今回の調査では，肉眼所見による雌雄判別率が７月下旬にほｘｌＯＯ筋判別可

能となるが，生殖腺の肥満状態からみてまだ放精放卵が行われる状態ではなく’９月に入

って生殖腺の肥満度か増し，９月下旬～１０月中旬にかけて，更にその肥満度は極限に達

して放精．放卵個体がみられるように旗ろ。’０月中旬以降は'雌雄とも放出後の個体が急

激に増え，１，月中旬にはほとんどの個体か放出し，雌雄判別は不可能となる。

鹿児,島水試の昭和４４～４７年のフクトコゴシの人工採卵の結果]'）をみると温度刺激

による誘発を８月３１日から１１月１０日まで行い，その中で受精卵を得る確率が高いの

は９月下旬～１０月下旬の間で，９月下旬～１０月上旬が好ましいと報告している６

水深別のフクトコプシの調査から，深い場所のフクトコプンの生殖腺熱度'係数が浅所の
『Ｉ

ど…(j、 行ﾌﾟﾃﾞｰ官ﾗｰﾐ：

,蝋MＭ
７Ｈ

讓
Ｕ

１Ａ亜iiﾐミ

輌
藻
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ｉｉｉ
蓼

薦
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５月
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貰
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５年且

蝋繼噸
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１２門
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産卵蝋期
７月 11月

蝿

１
Ｊ

＞垂
・

Ｌ

ＲＬ，３．６９ｃ

ｒ
か

叉寿命 コープ､Ｇ／r7、汗膣･IK言Ｌ
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&のと比較して遅れることから考えると，産卵期の１幅に多少疑問も残るが，出現する稚貝

の殻長組成に大きなバラツキがたいので，産卵期は比較的狭く，その盛期は９月下旬～10

月中旬と考えられる。

2）受粘・発生・ふ化・成長

受粉後，２時間３５分で桑実蛎・４時間で原腸期・５時間４５分で担輪子．７時間後に

ふ化し，６６時間後に被而子幼生となって葡旬生活に入るJ2）

底棲生活に入ると，付着珪藻類を摂餌して周口殻か形成され殻長か伸長し，３月頃にた

ると平均殻長約Ｌ５Ｃ〃とたり潜水調査時に確認されるようになる。

しかし，天然水域における受粉率・浮遊幼生の拡散・稚貝の生息場所等を，視認される

に至る玄での生態か不明であり，これらは今後に残された大きな研究課題である。

５月下旬～８月３１日の間か漁期であるが，稚貝は未だ漁獲対象とならずに成長を続け，

９月の産卵期に入ると成長は止まり，満１年で平均殻長３．６９０加となる。その１年貝の約

９劉は性成熟に達すると考察された。

殻長4.00旗以上の個体は全て性成熟に達するが，４.OCzp以下では未成熟個体も含玄れ，

殻長2.5C源以下は１０Ｍ未成熟個体である。これらの１年員は性成熟に達しているとは

いえ，その卵容量は平均し３〃'と少なく，２年員の約光である。

１年貝も産卵に参加していると考えられるものの再生産にどの程度の役割を果している

か不明であるが，恐らく卵容量の多い4.0c沈以､_上の個体は，何らかの形で再生産に役立

っているものと思われる。

3）摂餌行動

産卵期を過ぎた１年員は，２年目に入り次年の１月頃までほとんど成長しないか，その

後，海藻の生育繁茂と共に活発左摂餌活動を起して３月頃から急速に成長する。海藻の繁

茂と共に胃内容物量係数も高い値を示し，４月にはfiMmi・iiを示すことか知られている。

この時期の活発左移動は，潜水綾察と共に蛸集区への蝋染量が１～５月に闘い値を示し，

特に４月に最高を示すことでも裏付けられる。また蛸集区で採取したフクトコプシの殻長

組成からみて，若令貝ほどその移動は活発で，その活動は主に夜間行われる。ｒ&た，切れ

て流れ寄った海藻に蝿蝶する傾向かある。

１）減耗

これら活発な投餌行動を起している冬季（１～４月）における八丈島の気象の特徴は，

段多風向が西で，低気圧が赦繁に通過し，時には低気圧が八丈島附近で発達し，沿岸に大

9勺
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きなウネリを生ずる。そして中ノ郷地先汐間の素潜り漁場の漁期初めの単位努力当り漁獲

量と，１～４月にかけての４階級以上の累積ウネリ日数の関係'）（相関係数7--07035で
この期間の相関係数か最も高い）にもみられる様に，活発な摂餌行動を起している時期に

不意に襲う低気圧のウネリは，最も大きな自然減耗の原因となっている。

昭和５０～５１年にかけての試験区における２年級群の個体数の減耗率は約５０％であ

った。この時，試験区に設置されてあったフクトコプン礁の移動から推測して，この減耗

は冬季のウネリによるものと考えられ，ウネリによる自然減耗の大きさを裏付けている。

これらウネリによる自然減耗期を経て，３月頃から殼長の伸長と共に肥満度も急速に回

復し，５月下旬～７月に最高を示す。

５月下旬～６月上旬には，各地先かいっせいに解禁され，この時期の２年員の平均殼長

は，約5.5C"（汐間では約o0CjmZ）に達し，そのほとんどが漁獲サイズ（漁獲物の殼長組

成では5.0c〃以上を主に漁獲している）に達している。また，漁獲サイズに達していない

ものでも７月下旬頃まで成長を続け，平均殻長５．９９C犯（汐間では平均殻長６．２９０"）

となるので，十分漁獲サイズに達するものと思われる。漁期は８月末まであるので，繰返

し転石されながら漁獲される。

ｃ型地形が占める素潜り漁場（三根地先垂戸～底土・中ノ郷地先汐間）から漁獲される

フクトコプンの約６０妬は２年貝である｡

ＤＣＬ秘γzノの方法により推定した推定ストック量と漁獲量から漁獲率を算出すると，

漁法および漁場によって異るか３０．３～６９９６の漁獲率を示している。

これは漁獲対象とした貝の計算値であるが，昭和４７．４９年に試験区を解禁した時の

漁獲率は，軍量９２．６～８７．３筋・個体数６６８～３６．８冊となっており，漁獲による減

耗の大きいことが裏付けられる。

漁期末の８月下旬頃から生殖腺の肥満度か増すと成長が停止し，肥満度も低下する。そ

して９月下旬～１０月中旬の産卵盛期には，平均殻長５．９９C籾（汐間地先では６．２９C〃）

に達する。１０月下旬～１１月中旬に放卵・放精後の個体か急増すると，肥満度は最低と

なり，その儘１２月まで続く。

２年貝の産卵盛期における卵容量は5.9〃`で，１年員の4.6倍・３年貝の3/6で,再

生産において重要な役割を果している。

5）産卵行動

蜻集量は９月に最低を示すことから，産卵期にはあまり動き回らないと考えられる。こ

－９０－



の原因として，産卵期であることおよび海藻量の少ない時期で，摂餌活動が低下する等の

生理的要因，また，台風シーズンのため，ウネリの影響を受けて，大石や根石等の安定し

た凄み場に逃避して動かない等の外的要因か考えられるか，これらは今後の研究課題であ

る。

産卵期を終え３年目に入った貝は，再び冬～春にかけて活発な摂餌活動と共に成長し５

月下旬～６月上旬の漁期を迎える。この時のフクトコプシは，殻長・肥満度ともに充実し，

２年貝と共に最も商品価値の高いものとたる。

漁期を終え，再び産卵盛期になると満３年を迎え平均殻長７．１２C況(汐間では７．７０cjim）

となる。卵容量は10.1〃`と多い。

６）寿命

４年目に入ると成長は鈍り，殻にキクスズメ等の大型付着物も多く付き，殻に小さな孔

か多くなり，いわゆる多孔現象か起き，老化の徴候か現われ始める。更に５．６年になる

と多孔化現象か著しくなり，肉部もやせて生殖腺は肥満したくなる。

これら高令貝は，若令員ほど活発な移動はせず，大石や根石に住みついているものと考

える（大きい石には大型の貝の住みつきか多い）｢，

標識放流の結果からも，童え，漁獲物の年級群の分離から推定して寿命は６～７年と考

えられる。

2．漁獲量の変動と年級群

（K,）（ﾄﾝﾉ八(物
１５

げ

oｂ
ＪＰＯ

Ｏ
７

漁
期
初
め
の
単
位
努
力
当
り
漁
機
風

1２

１１

６

０
８
６
４
２
０
８
６
４
２

２
１
１
１
１
１

５
４
５

漁
獲
量

ウ
ネ
リ
日
数
（
日
）

1０

９

８ ２

７

3９４０４１４２４５４４４５４６４７４８４９(年）

漁獲量および漁期初めの単位努力当り漁,推量と１～４月の４階級

以」:の累稀ウネリ日数の推移一漁矩迂

１～４月の４階級以上の累積ウネリ日数

tlMllFﾘﾉめ･単位ﾘﾛﾄﾞｶ当り漁獲杜,、IolLl目）図６３漁雄還とウネリの関係
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図６３は，前報')で報告した中ノ郷地先汐間の素潜り漁場における漁狸量とウネリの関係

である。

その中で漁期初めの単位努力当りの漁獲量か１年毎に上下の変動を繰返しながら，全体と

してはウネリの影響を受けて漁獲量が変化している。

この漁期初めの単位努力当り漁獲量の変動要因について考察した。

サザエについて，静岡水試伊豆分場で調査した結果8)によると，サザエの漁獲は数年間

隔て発生する卓越した年級群の大きさによって決められ，その年級群を対象に２～３年漁獲

が行われ，数年を単位として増減を繰返えすと報告している。

フクトコブンの場合は，サザエ程の卓越した年級群の発生はみられないが，普通，稚貝（

１年貝）の発生が多ければ，次年の漁獲量は多い，しかし，サザエのように２～３年漁獲か

続くことはない。

このことは，試験区での資源の回復にみられるように，試験区を解禁して漁獲しても，１

年貝の発生量か多ければ，次年には２年貝を主体として枠取量は回復するが，その左》禁漁

にしておくと，ウネリの影響を受けて２年貝は３年に移る時に大きく減耗し，再度，１年貝

の出現かない限り枠取量は減少する。

一般漁場における漁獲物の年級群の割合をみると，特に三根地先と中ノ郷地先汐間の素潜

り漁場の漁獲物に占める２年貝の割合は６１．１～６１．８妬と圧倒的に多い。

２年貝から漁獲対象となり，ランダムに漁獲されるので，漁獲物に占める割合が多いこと

は当然取残される２年貝も多いものと考えられ，また１度しか漁獲を経ていない２年貝の残

存量は，３年貝に比べて遙かに多いと考えられる。

卵容量からみても，２年貝の卵容量は比較的大きい。

以上のことから，２年貝が産卵主体をなしていると推測され，２年貝か漁獲量の主体とな

る年は，取り残された２年貝による産卵量も多く，翌年には多くの稚貝の発生があり，翌々

年には２年貝を主体とした漁獲量の増加かみられるという中ノ郷地先汐間における素潜りの

漁獲量に示される1年毎に_し下する漁獲量の変動パターンが生ずるものと考えられる。

１年貝は産卵期に約９０妬の個体か性成熟に達しているか，漁獲対象とはなっていたいた

め生息密度は高い。漁期終了後，生息密度が低くなった一般漁場の転石に２年貝以上の大型

個体1個・Ｉ年貝数個という住みつきを観察することかあるか，この場合，大型個体か雌で

あれば，1年貝の雄は受精に役立っていると考える。しかし，１年貝の雌は卵容量か２年

員の約％であり，更に殻長4ＤＣ１mm以下は未成熟個体か含まれ,卵容量は極めて少ないた

◆

￣
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め，主に殻長４０c沈以上が産卵に参加すると考えると，その数は更に少左<なるので１年且

鱒二期鰯iiw…彌騨［
3．漁場概理

１）漁期

現在の漁期は，５月下旬～８月３１日の間で，産卵期前に漁雄することになるが，この

時期は肥満度が鑓も高く，商品価値か高く，夏の観光シーズンのため需要か多いので，現

在の漁期設定は止むをｲ!;たいだろう。

｡鑿iJ蝋鯉…………………
雑な己．ｂ型地形に潜水機を入れ，速浅で転石の分布か多いＣ型地形を素潜り専用漁場と

しているが，一応適正な漁場行使と,ｌｉＬ１､われる。

潜水器で採取する期ＩＭＩは，素潜りに比較して短いが，その漁雌率は５８．２～７８．８％と

高率を示しているので，現在以上に採取期間を延ばすことは乱獲につながると考える。誰

／と，同じ５１=Ｉ間を採取するにも，’３１隔を置いて採取するより述統して採取する万力'i資源保

護上良く，漁獲したフクトコプンは蓄養するなり，凍結保存して，・他の漁業に転向した方

か漁業効率面でも良いと,思われる。

アサガネ（把具）は，昭和４７年から禁止されているか，このことは岩棚・大石等の産

卵母貝を残すことにたり，繁殖に効采かあると思われるか，取り残された母貝か高令にな

り老衰してしまうので，アサガネのｲJ効使用について更に検討ﾌﾞｰることか必要である。

冬季のウネリと漁雌｣itの関係から，その年のifi源'性状は予測できるし，また，漁期初め

の単位努力当りの漁i1klitによってその年の総漁り112量は予測できるので，資源の有効利用の

ためには予測漁雄戯に合せて漁期富たは漁獲iiiを調整することか望Tfしい。

３）禁漁区の設置とその期間

三根地先および中ノ郷地先の素潜り漁場の漁拡物の年令i擁成は２年貝か約６１％を占め

最も多い。ブクトコプシの成長は早く，２年目で漁雄対象となり，３年貝と共にその商品

価値は蛾も高い。しかし，２年貝は成長の途中にあり，これを３年貝にして採取了すれば殺

長でLOC〃・重量で２倍以上に増加する。萱た，２年貝に１度産卵させることにより再生

産に好結采をもたらすと思われる。しかし２年且の占める割合の多い素潜り漁場を全面禁

濾にすることは，商品価値の高い２．３年貝を漁独できないため，漁獲量に与える影秤は

７
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大きく，資源の有効利用とは言い難い。

そこで，素潜り漁場を幾つかに区分して，１年毎の輪採法を適用することにより，２年

員の一部を産卵日:貝として残し，繁殖保護を図ることか望ましい。

長)ujにわたる禁漁は，漁場を荒廃させることおよびウネリ等の自然減耗が激しいこと等

から八丈島では好走し〈漆<Ｌ'生里麹ＫｌｌＭｌｉｉ１ｉ塾L当ﾆﾐ芭二f5o

4）漁場整備と造成

八丈鳥の過去８年||Ａ１の平均漁lUi量は５１トンで３９～６９トンの間を上下している。

ウネリや海藻の繁茂状況の影獅を受け，資源の変動はあるか，現状では八丈島における

フクトコブンの生産力はぽぼ一定しており，漁雌量の大幅な増加は望めない。

そこで生産力を高めるためには，漁場造成による漁場の拡大と生息密度を高めるための

徽騎鰄泌鍵と…。
現在，八丈島ではフクトコブンの増殖を目的として，国と都の補助を得て年間２４０，．

３か年平均・金額３７０万円の投石事業か行われている。

投入時期はｌ～２月であるか，９月に産卵ふ化し，成長してきた稚貝の住み場を提供す

鰯，!方に祁
膳石が少なく波の影

ろ意味と漁閑期であることを考え

投入場所は，稚貝の発生か多く

ﾐ竺些雲三:，ﾂ12ｲﾄﾞﾌﾞＺ
桑‘

瀞の比較的ない錫所であればどの地形でもよい。

ａ型地形で上記の条件をiMiす場所に投石し成功した例として中ノ郷地先小岩戸ケ“uj向

投石地を挙げることができる。

現在はｃ型地形が主に分布する三根地先と中ノ郷汐Ｉ１Ｉｌ地先の素潜り漁場に行わ:１１ている。

ａ．ｂ型地形は，急崖が海岸に迫っている場合か多く，崖崩れ等によって転石が補給さ

れ，戎/と従来から海底地形か複雑で大石や転石が密に分布している場所が多い。

ｃ型地形は|塗｣二部から緩やかに傾斜している場所が多く，ａ．ｂ型地形のように|鮴|れ

による転石の補給もなく，ま/と，長い間には波により転石が摩滅し，漁場か荒廃していく。

しかしｃ型地形か分布する漁場は，湾入し，潮流の影に当る所が多く，稚貝の発生も多く，

戎プヒ速浅で海藻の鱗茂か良く，生息環境としては適しているところか多いので･型地形の

分布する漁場に獄極的に投石を行うべきであろう。

現在，投石の大きさが５０～８０Ｋ,と規斤格されているのは好童し〈なく，小さい石から

人力では水中で起せたいような大きた石証で混ぜて投入すべきであると渚える。発生して

きた稚貝には小さい石か住み場として適し，蛸集してきた２年貝以上の大型員には大きな

弓，
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石が適しているように，フクトコブシの大きさに合せた住み場づくりが必要であり，讃た，

波の力に対して，安定した大きさの石は波からフクトコブンを保護する上で必要である。

八丈島の場合，冬季に投石し，その年の漁期に投石に蝿集してきたフクトコブシを帳石

してほとんど採取してしまうため，水中で起せないような大きな石の投入は，その下に住

みついたフクトコプシを産卵母貝として保存する上で有効である。しかし，本来なら投石

した場合，その年は採取を禁止し，翌年に採取する方か好注しい。

s)雌適iiMf量へ一臓満鰄茎;iiこう霊((ﾙｌＷノ
フクトコブンの成長は早く，２年で漁獲対象となり，２．３年貝の最も商品価値のある

若令貝を産卵期前に礁獲しなければならない現状である。

盗源管理の観点から，その年の資源量に見合う最適漁雄黄を算出しなければならないで

あろう。しかし，現在までの調査の段階ではその算出は困難であるか，漁場特性の異る各

地先毎の正確な漁推量を把握し，長期にわたる漁獲資料の集積により，その地先の適正な

漁独iJtを推測することは可能と思われるので，漁独量の把握に努力すべきであろう。

１Ｖ青ヶ島磯根資源調査

Ｌ調査目的

背クl;Ｉｊは，面積５３２吻劉で，東京からおよそ３４０Ｋ"Ｚ。八丈島からは約６５Ｋｍ南の

北緯１３９°４６１．東経３２．２７１に位値する。島はコップを伏せたように急峻な断崖に囲烹れ，

急深で，水深２０ｍ以浅の面械は５．３６Ｋ”で磯根漁場而秋は少左いか，島周辺の漁場価値

は高く，ハマトピウオ流刺網・底釣。建切網・はご釣等か八丈島の漁業者によって操業され，

中でも３～５月に産卵のため来遊するハマトピウオを対象にした流刺網による漁独iiiは大き

い｡

しかし，磯根生物（テングーリ・フクトコブシ・ギンタカハマ・イセエビ）を対象とした漁

業は行われていない。その１１１１曲として，島周辺か急崖・急深で潮流か速いため潜水か困難な

ことおよび艤根資源が非常に少なく漁業か成立したいためか，または磯根資源か十分把握さ

れていないこと等が考えられる。

今日に至るも青ヶ島の磯根生物について調査した報告は永い。本調査は青ケkbにおける磯

根現境およびその生物，特にフクトコブシの分布確認に1K点を置いて実施した。
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2．調査時期

昭和４６年７月１４日

１２：００～１４：00 ノ

さ

3．調査場所行

青ヶ島金太ケ補（図６２）

4．調査方法

水深２０ｍ付近から岸に向って

ロープ（１０ｍ）を張り，ＳＣＵＢＡ

潜水により水深７ｍ付近まで，ロ

ープの両側１，１幅内の生物を全て

採取した。その他，潜水観察中に

目についた主な生物は採取した。

海底地形は水中カメラによる写一 図６４

真撮影と目視観察によった。

と

入千代

落
水
場
所

←

青ヶ島

⑭～調査地点

採取した生物は’0冊ホルマリン液で固定後，種の同定と測定を行った。

調査結果

1）海底地形

調査した金太ケ浦は，島の南東に面し，約１００ｍの断崖が海に迫り，その崖から崩れ

落ちた岩石か海中に没している。

水深は，海岸線から５００，沖で２０，，１Ｋｍ沖では１００ｍとなる急深である。

海底地形は，岸近くには崩れ落ちた巨大な岩石か累積しているか，沖へ出るにしたがい

岩石は少なく，砂地か多くなり，岩石は砂に半分程度没している。砂は粒子が荒く，また，

岩石や海藻に浮泥か薄く付着している。巨大な岩石と砂か分布し，フクトコブシか生息す

るような転石は少ない。

２）４１シ物相

（１）魚類

目視観察によって確認した魚類を表４２に示した、

表４２観察された魚類相

５．

￣

ナメモンガライシガキダイタテジマキンチャクダイオキエソ

ゴクラクメンナタカノハダイニザダイメジナウツボ類ユウゼン

アカハタエイ類アオプダイシマアジカンムリベラスズメダイ類

－９６－



巨大な岩石と砂地の単純な海底と，生物相の貧相な割には，魚類数は比較的多く，中

でもメジナ・ニザダイ・ナメモンガラ・ベラ類か目立った。注た，イシガキダイ（体長

約５００〃１尾・約３０C〃３尾）を確認した。

(2)底生動物

採集した底生動物を表４３に示した。ロープラインの採取生物を含めて貝類１１敵．

甲殻類４種・鯨皮嬢５種・その他ヤギ類１種・海綿３種を数少ない転石下や岩石の表面

に密生している海藻の間から採取した。

生息環境か漂砂と巨大左岩石で，底生動物の棲み場か少なく，種類・数量とも少ない

か，ｉ伝石が非常に少ないにちか力.わらず，フクトコブシを１４個採取することかできた。

表４３底生動物

Ｌ
Ｔ
Ｉ
九

準
類種

腔腸動物

シロガヤ

ベニヒモイソギンチャク

ＡＵｌｑｏｐｈ８〃ｉｑＴＵｈｆｔｃｌｅ”“

Ｃａｌ“αｃ“Ｓｐｏｊｙｐｚ４Ｓ

鯨皮動物

クモヒトデ

マソカサウニ

コンダカウニ

ヒメウニ

アカヒトデ

３
２Ｏｐｌｉｏｐｌｏｃｕｓｓｐ

ＥｚＬｃｆｄｑγｉｓｍｅｔ?Ｌ１Ｑｒｆａ

Ｍｃｓｐｆ“Ｑｇｍｂ秘l7Ls

TemJlotγemaSc7LlPZ1mL

CcγＺｏ仰αγｄｏｑｓｃｍｊγc”lαγｆｓ

1

２

海綿jlib物

３種（種類不明）
３
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(3)海藻類

採取した海藻の種類は表４４に示した。

緑藻２種・褐藻３種・紅藻１１種で紅藻か優占した。ほとんど八丈島に産する海藻と

同じであった。

これらの海藻は，巨大な岩石の表面に芝生のように密生しており，幼生の住み場と左

一
征
戸
●

っている。

表４４海藻類

類種
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石灰藻数種
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３）フクトコプシ

採取したフクトコプシの測定結果を表４５に，殻長組成を図６５に示した。

生息密度が少ないのは，フクトコプシの生息する賑石か少なく，岩而も堵程砂に埋

没しており，住み場か非常に少ないためと思われる。殻長分布をみると，４５c腕以下の

－９８－



小型個体群とそれ以上の２つの群に分かれ，小型個体群が苑を占めた。

この殻長組成を同一時期の八丈島三根地先神湊港の試験区で採取したフクトコブシと

比較すると，そのモードは同一傾向を示した。
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図６５殻長組成の比較

表４５フクトコブン測定結果
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6．考察

今回の調査でフクトコブンの生息を確認し，伊豆諸島におけるフクトコプンは青ヶ島
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にも分布していることか判明した。童允，採取した’４個体のうち％の’０個体が4５

CIF1以下の１年貝であったことは繁殖していることを物語っている。
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